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第一章　再会












　時間かけるような内容じゃないと思うんだけどなあ。

　私は後輩からチェックを頼まれた資料を眺め、心の中で呟いた。後輩の佐々木ささきくんは、私の横に立ち、もじもじと組んだ手と手を動かしている。駄目出しをされるのがわかっているなら、もう少し慎重にやってほしい。

「うーん。一昨年のデータ、一部抜けてるかな」

「え！　そうでしたか？」

　そうですよ、そう。きみは周囲に聞かずに勝手に進めて、それを自分で確認もせずにこちらにチェックを投げるけど、それは悪いところだよ。

　そもそも最初に戻るけど真面目にやったら一時間で終わる内容。そして、私が佐々木くんにこの件をお願いしたのは三日前……。

　だけど、そんなこと口にしない。

　人の能力には差があり、さらにそこに本人の性格が関わってくれば、仕事の出来は千差万別。佐々木くんの直接の指導係じゃないし、そこまで面倒は見てあげない。

「もう一度、確認してくれるかな。あと、客先に送るまでが仕事だから。送る前に私にメールの文面見せてね」

「はい！　目白めじろさん、ありがとうございます」

　後輩は頭を下げ、自分のデスクに急いで戻っていった。

　私は、サーモマグのコーヒーをひと口飲み、ふうと小さく嘆息した。

　目白雛子ひなこ二十八歳。嵐川あらしかわコーポレーション第一営業部営業二課所属。

　自分ができる人間だとは思ったことがない。むしろ、せっかちなタイプなのでケアレスミスが多い。だからこそ、人より慎重に仕事をしているだけ。入社五年目で本社主力部隊の第一営業部にいるんだから、〝できる〟と思われるよう努力してるだけ。

　だから、佐々木くんみたいに、なんとなくふわふわ第一営業部にいるタイプにはちょっとイラッとしてしまう。言わないけどね。怖い先輩って思われたくないし、いちいち叱ってあげるほど優しくないわよ。

「目白、ありがとね。佐々木の面倒見てくれて」

　後ろから声をかけられ、顔を上げると、私を覗き込んでいるのは上司の角谷かどや課長だった。私の直属の上司は、今日も距離が近い。顔は目の前だし、椅子の背もたれにある左手は、ほとんど肩を抱いている状態だ。

「後輩ですから」

「あいつ、適当だろ。バシバシ叱っていいからな」

「それは課長にお任せします」

　なにしろ、佐々木くんの指導係は角谷課長だ。私の部下というわけではない。今みたいに周囲に任せるので、課長本人が苦労しているところは見たことがない。

　四十代のイケメン課長は女子社員から人気がある。最近、バツイチになったばかりだから人気も増し増しだ。おそらく無意識に女子との距離が近いのも人気の秘訣なんだろうと思う。多少、隙があった方がモテるっていうのは本当みたい。

「ところで、来週の飲み会って来る？」

　そう尋ねられ、私は曖昧に首を傾げた。

「まだ、わからないですねぇ」

「行こうよ。目白と飲みたいな」

「あはは、そう言ってもらえると嬉しいんですけど。クライアントに提出するデータの締め切りが翌日なので」

　嘘はついていない。でも、ちょっと面倒くさいと思っているのも事実。

　角谷課長は、飲み会の席だといっそう距離が近くなるし、それを見た他の女子社員に陰口をたたかれたくない。

　ただでさえ、私は女子特有の集団行動が苦手だ。社内で女子たちが集まる会議室ランチタイムにも参加しないし、同期で仲の良い女子社員もひとりしかいない。

　別に仲良くしなくていいけど、女子は仕事に私情を持ち込むのが得意だ。お願いした処理を後回しにされたり、変な噂を立てられ社内で立場を悪くされたりするのは面倒くさい。

　数年前の社内恋愛の時は、同期女子くらいしか知らなかったとはいえ、やっかみから意地悪をされ辟易したものだ。

　次の彼氏は絶対に社外で作りたいと思いつつ、出会いのないまま三年が経過している。

「そういえば、飲み会って実は歓迎会らしいよ」

　角谷課長の言葉に私は思考の海から戻ってくる。「そうなんですかあ」と愛想だけいい相槌を打つ。だってあまり興味がない。

「坂口さかぐちって覚えてる？　確か目白の同期でしょ」

　どくんと心臓がひとつ大きな音を立てた。その名前は、ここ三年何度も思い出し、口にはしなかった名前だ。

「坂口湊みなとですか？」

「そうそう。あいつが戻ってくるんだって。シンガポールから」

　私は押し黙った。坂口湊が帰ってくる。

　三年の海外赴任から戻ってくる。最初は台湾だった。そこから香港に行き、今はシンガポール。日本に戻ってくるなんて初耳だ。

「営業部に入るんですか？」

「ああ。俺の下に来る予定。目白に頼もうかな。同期だからいいでしょ」

　しかも二課。同じ職場になるの？　私はざわざわする気持ちを抑え、にっこり笑った。

「わかりました」

　坂口湊とは以前付き合っていた。

　二十三歳から二十五歳までの二年ちょっと。私の初めての彼氏だ。

　湊が帰ってくる。同じオフィスで働くことになる。

　そのことに嬉しさは微塵もない。私は三年前の別れを思い出して、苦いような気持ちになっていた。







＊








　坂口湊は出会った時から、魅力的な男だった。最初の出会いは、嵐川コーポレーションの面接だった。グループ面接が一緒だったのだ。

　大学はＡランク、はきはきとした言葉と、意欲的な姿勢、見た目も高身長と整った顔立ちで、さらには爽やかな笑顔がそろえば好印象しかない。明らかに頭ひとつ抜きん出た人間が、同じグループなのは不運だと思った。

　しかし、彼の明瞭な受け答えは聞いていて清々しかった。通り一遍の面接の決まり文句は言わない。ゆとりのある回答に、心の中で憧れた。

　よし、もしここが駄目だったら、他社の面接であの受け答えを使わせてもらおう。すっごく頭が良さそうに見えるもの。

　そんなことを考えている間に、二次面接、役員面接と進み、ありがたいことに内定をもらえた。あの時の彼からいい影響をもらったせいかなと思っていたら、内定者懇親会で彼と再会した。私が受かっているなら、彼も受かっているだろうとは思っていた。ただ本命の会社が別にあれば会うことはないはず。

「目白さん、グループ面接で一緒だったよね」

　立食パーティーの形式で、内定者が百人以上いる。そんな中、向こうから声をかけられ驚いた。

「坂口くんだよね、覚えててくれたの？」

「覚えてるよ。口調や表情が堂々としてて、格好よかったから」

　私は少し笑った。格好よかったって褒め言葉が、ちょっととぼけていて可愛いと思った。

「だってそのくらいしかアピールできるものがなかったんだもん。坂口くんがすごすぎたから」

「ええ？　俺、何もしてないよ」

「一緒のグループのメンバー、みんな思ったと思うよ。この人と比べられたら落とされるって」

　私の言葉に坂口湊は照れたように目を細め、笑顔になった。きりりとした端正な表情が、笑うとやんちゃな雰囲気になる。ああ、格好いいなあ。素直にそう思った。

　中学から大学まで女子校だったせいもあり、それまで恋愛とは無縁だった私。興味も薄くて、自分から紹介してもらう機会にも出向かなかった。

　だから、久しぶりに会話する家族以外の男性と、これほどすんなり会話できると思わなかった。

「目白さん、営業部志望だよね。これからよろしく」

「坂口くんもだよね。一緒に働けるといいね」

　そう言って握手したのが、私たちの始まりだった。






　私たちはそろってマーケティング企画部に配属された。第一から第五まである営業部とは別に営業活動を行ったり、営業部同士をまたいだ大きな仕事をしたりする時の仕切り役の部署だ。と言っても新人の私たちは先輩たちの仕事のサポートがメイン。自ら大きな仕事を仕切ることはなく、今後の営業活動で活かせるように下積みを重ねる時代だった。指導してくれる先輩も取り掛かる仕事も違ったけれど、私と湊は同じオフィスで顔を突き合わせながら、仕事をした。困ったことは相談し合い、うまくいかない時は励まし合った。

　同期という関係が、私たちの信頼や友情を育んでくれた。

　一緒にランチに行くようになり、たまに夕食を食べにいくようになった。地方出身の湊はひとり暮らしで、夕飯は買って食べることが多いという。そのせいか、ふたりで外食することも自然な流れだった。

　湊は入社当初から人気があった。身長が高く、スタイルがいい。長い睫毛に縁どられた切れ長の瞳に、高い鼻梁、引き締まった口元。絶妙なバランスは、誰が見てもイケメンと言うだろう。

　そんな湊と一緒にいる私は早い段階からやっかまれていた。付き合っているのかと面と向かって聞かれたこともあるし、こそこそと悪口を言われたことも一度や二度じゃない。

　同期の女子のうち、小金井こがねいかおりだけが私の味方になってくれた。その彼女にも言われた。

「坂口との関係、はっきりさせた方がいいんじゃない？」

　正直、私にはわからなかった。恋愛を経験したことがない。坂口湊に感じる淡い気持ちを〝恋〟だと判じ得ることができない。ただ、湊が他の女性社員と話していると胸がチクチクしたり、湊に好きな女の子がいる想像をしたりするとどうしようもなく焦る気持ちになった。この感情が恋だというなら、私はどうするのが正解なんだろう。

　入社から半年、私はとうとう湊本人にこの気持ちを相談することにした。

「……というわけで、私、坂口のことを考えると変なんだ」

　後から思えば、本当にとんでもない相談だ。好きかもしれない相手に気持ちを判別してもらうなんて。

　湊は私の話をうんうんと聞いてくれた。仕事帰りに夕食を食べ、近くの公園で座ってこの話をしていた。

　聞き終えた湊は、真っ赤な顔をしていた。それから私の方に向き直り言った。

「俺の話も聞いてほしいんだけど」

　私の相談をしたのだから、もちろん湊の話も聞く。頷く私を、湊は抱き寄せた。

「目白が好きだよ」

　驚いて言葉にならなかった。湊の顔が近づく。たぶん私は目を丸くして、彼を見つめていただろう。抗うことなんか考えつかなかった。ただただ湊の端正な顔を見つめていた。胸が苦しいくらいにドキドキして、頭が真っ白になる。自然と目をつむった私の唇に湊の唇が重なった。湊が低くささやいた。

「両想いなんだから、いいよな」

「私たちって両想いなの？」

　間の抜けた返事をしてしまう私に、湊はふきだした。

「俺が認定してやる。目白は俺が好きなんだよ。だって俺のこと、気になってしょうがないんだろう？」

「うん。坂口のことばっかり考えちゃう」

「それが恋っていうんだよ」

　そうなんだ。やっぱりこれが恋なんだ。

　そう感じたら一気に恥ずかしくなり、それと同時に嬉しくてどうしようもなくなった。

　好きな人がいる。そして好きな人も私のことが好き。

　これって奇跡みたいなことじゃない？

　私たちはもう一度唇を重ねた。私たちはこの日から恋人同士になった。






　交際がスタートすると、私は初めての恋にのめり込んだ。実家暮らしの私が、湊の部屋に私物を持ち込み、半同棲状態になるまではあっという間だった。朝昼晩、毎日ずっと、湊と過ごす。会社でも家でも一緒だ。

「雛子、可愛いよ」

　ベッドの中の湊はいつも優しく、私をとろけさせてくれた。初めての相手が湊でよかった。これ以上はいらないし、ずっと湊とこうしていたい。明け方のベッドでまどろみながら、私は幸せで泣きそうだった。

　一方で、私は仕事に邁進した。私たちの恋愛は隠すつもりはないが、おおっぴらに言って歩くようなものでもない。オフィスでは知られていなくとも、同期の中では噂になっていた。

　社内恋愛をした瞬間、周囲への緊張感は増した。何かミスがあれば、湊との恋にうつつを抜かしていたせいだと言われるかもしれない。それは私にも湊にもマイナスだ。今まで以上に、仕事を頑張らなければならない。

　努力を続ければ、仕事は快調、評価は上向いてくる。入社二年目の年度末に、私は社内表彰をされるまでになった。大きな契約を立て続けに決めた功績だった。

　私が仕事に夢中になっていくさまを、湊は応援してくれた。俺も頑張らなきゃと一緒に切磋琢磨してくれた。恋人で友人でライバル、それが私と湊の関係で、絵に描いたような理想のカップルだと思っていた。

　しかし、実際はそううまくいくはずもない。この頃から私たちの性格の強さがお互いに出てきてしまったのだと思う。

　私はもともと短気で、さらには気が強い方だ。湊は怒鳴り散らしたりするタイプじゃないけれど、譲れないものが多く頑固だ。私は湊の狭量さを指摘し、湊は私の周囲へのきつい態度を注意する。きっかけはそのあたりだったのだろう。

　ちょっとしたことで私たちは言い争いをするようになった。

「なんでそういう言い方をするんだ？　雛子の言葉は攻撃的すぎる」

「怒ると黙る湊の方が卑怯よ！」

　仕事の内容なら仕方のない部分もある。しかし、だんだんお互いの嫌なところばかりが目についてきて、性格や行動を責め合うようになってしまった。

　ごまかすように抱き合ってみれば、湊のことがどうしようもなく好きだと思える。だけど、このままお互いを傷つけ続けるのが恋なのかと思うと目の前が暗くなるようだった。

　一緒にいては傷つけ合う。かと言って、離れたくはない。

　どうやったら、良い関係を築けるのだろう。どうやったら、お互いを尊重し合えるのだろう。

　そんな折、湊に海外赴任の話がきた。私も彼も総合職だ。全国転勤はあり得るし、まったく考えていなかったわけじゃない。軽く話題にしたことは何度もある。

　しかし、いきなり海外と言われると衝撃は大きかった。

「台湾だから、近いよ。沖縄のちょっと先」

　湊は言った。私たちはチェーンのカフェバーで軽く夕食を食べ、フルーツの入ったロングカクテルを飲んでいた。そんな華やかな飲み物がまったく似合わない晩餐だったのを覚えている。

　湊は少し諦めたような表情をしていた。

「一応聞くけど」

　前置きした言葉に、なんて言われるのかわかってしまい身構えた。

「ついてくる？」

　海外赴任に一緒に来るかという誘い。それはプロポーズだ。

　この状況なら湊はプロポーズをするだろうと思っていた。湊は真面目で、こうした場面で交際中の恋人になんと言えばいいのかを弁えている。

　だけど、湊の声には諦めも疲労も透けて見えていた。湊には私の答えがとっくにわかっていたのだろう。だけど、そんな態度で言うのはずるいと思った。

「行かない。仕事、辞めたくないから」

　私ははっきりと決めていた答えを口にした。

　自分で決めた仕事、自分で努力してきた今日までを、簡単に捨てられない。それは湊との恋と同じくらい大事なこと。

「そうか」

　湊は消え入りそうに小さな声で言った。

「雛子はそう言うと思ってたよ」

　私たちはカフェバーの代金を割り勘にして外へ出た。

　ふつふつと胸が燃えるようだった。頭の中をリフレインする。

『雛子はそう言うと思ってたよ』

　なんて余計なひと言だろう。それなら尋ねる必要なんかなかったじゃない。

　ついてこい、じゃない。ついてくる？　って私に判断を仰いだのは、別れの決定権を渡したかったからなんでしょう。

「湊はもう、ずいぶん前から諦めてたんだね」

　思わず口に出していた。声が震えていた。

　繁華街の湿った路地に声が反響して、頭がぐらぐらした。お酒のせいじゃない。怒りのせいだ。

「雛子が仕事を辞めたくないのはわかってたからな」

「私が仕事を取ったから、私を諦めたの？」

「誰もそんなこと言ってない。海外赴任についてこなかったからって、イコールで俺たちの終わりになるのか？　違うだろ？」

　湊が珍しく声を荒らげる。私は怒りで涙が浮かんできた。

「ずっとそうだよ！　湊は、私との関係にうんざりしてた！　私がついてこないってわかってたから、海外赴任はちょうどいいと思ったんでしょ？　別れるのに！」

　私たちの間に流れていた隙間風。その温度差に、私ひとりが気づいていたわけじゃない。湊だって気づいていたはずだ。

「極端から極端なのは、雛子の悪いクセだ。どうして、勝手に解釈する。俺と話し合う余地はあるだろ？」

「話し合う余地なんかない。湊だってわかってるんでしょう」

　湊は続けたいと思っているかもしれない。だけど、それを上回る疲労が私には透けて見えていた。二年以上一緒にいたからわかる。恋のほつれは、双方の目に見えるものだ。

「解決しようっていう意志が雛子から感じられない。残念だな」

「上から目線で言わないでよ！　そういうとこ大嫌い！」

「俺は雛子の感情的なところが嫌いだ」

　はっきりと目を見て言われ、自分から言いだした〝嫌い〟という言葉の威力を知った。涙が溢れた。悔しくて悲しくて、どうしようもなかった。

　この言い争いだけが原因じゃない。ずいぶん前から終わりは始まっていた。

　湊の意志は関係なく、私はたぶん限界だ。これ以上傷つけ合うのも、これから遠距離恋愛という関係を構築するのも、パワーが足りない。

「別れよ」

　私から言った。

「もう、湊といるの、苦しい」

　湊は少し黙った。言葉を探しているみたいだった。だけど、結局湊から言葉が届くことはない。それがわかるから、私は背中を向けた。
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　ひと月後、湊は転勤していった。

　私は見送らなかったし、その後連絡も取らなかった。私の部屋の私物は、湊が部屋を引き払う時に、丁寧に梱包されて実家に届いた。私たちの繋がりはそこで終わり。

　異動は社内で発表されるので、湊が一年ちょっとで香港の支社に異動したことは知っていた。政情不安で香港駐留の日本人スタッフが一度全員帰国となった時、湊も本社に戻ってくるのかと思った。しかし、湊はそのままシンガポールに異動した。

　総合商社の我が社において若いうちに海外を経験するのはふたつのパターンがある。そのまま海外支社のスペシャリストとして経験を積み、支社長などの責任者となり退職まで帰国しないパターン。またもう一方は三十代に差しかかる頃本社に戻され、中枢部門に配属されるパターン。どちらにしろ、これは最高の出世パターンだ。

　そして二十八歳になった湊が本社に戻ってくる。

　湊は王道のエリートコースを歩んでいる。

　逃がした魚が大きかったとは思わない。私たちはうまくいかない運命だったのだ。最初から最後まで。

　たとえ、湊が帰ってくるとして、私とはもう関係のないこと。

　私には私の人生がある。湊には湊の人生が。

　いちいち気にしてなんかいられないんだから。







＊








　雨の少ない六月、私は今日も日本橋にある嵐川コーポレーションに出勤する。

　実家から一時間半の通勤も五年もするとすっかり慣れてしまい、少し早めの電車に乗ることで座って出勤できるよう調整している。しかし、今日はなんとなく足が重く、出発がギリギリになってしまった。案の定、電車内はずっと立ちっぱなしで、早速足にむくみを感じる。パンプスがきつい。

　湊が転勤していってから、私は私なりに頑張ってきたと思う。花形の第一営業部に希望を出し、昨年ようやくそれが叶った。湊が出世街道にいるなら、私だって湊に負けないくらい輝きたい。仮にも付き合っていた相手が、自分より何歩も先に行くのは嫌に決まってる。

「今日からか」

　思わず呟いてしまった。

　そう、今日坂口湊が第一営業部に現れる。所属は二課。まだ本決まりじゃないものの、私が面倒を見るようにとは言われている。

　ああ、気分が重い。まず、どんな顔をして会えばいいだろう。

　湊が嫌いで別れたわけじゃない。だけど、喧嘩別れだったことも事実で、未練なし双方合意のすっきりした別れじゃないことも確か。湊だって私の顔を見たら気まずいに違いない。私が第一営業部にいることは知っていると思うけれど……。

　オフィスに到着すると、すでに課長デスクのあたりに人だかりができていた。

「おはようございます」

　自分のデスクにバッグを置き、周囲に挨拶をすると、人だかりのうちの何人かがこちらを見て挨拶する。そして、中心にいた背の高い人物の姿が見えた。

　坂口湊だ。

　実に三年ぶりの姿だ。

　端正な顔立ち、前を少しあげたダークブラウンの髪、スリムスーツをぱりっと着こなすスタイルの良さ。しかし、あの頃と決定的に違う。

　ひと言で言えば〝大人になった〟という感じだ。別れた二十五歳の時だって、私たちは充分大人だった。しかし、今の湊はいっそう男らしくたくましく、頼りがいがありそうに見えた。

　それは三年海外で修行してきた経験が醸すものなのかもしれない。

　素直な気持ちを言えば、すごく格好いい男に成長したと思う。

「目白、同期のお帰りだぞ」

　先輩が言い、避けるのも変なので私は輪に近寄った。

　湊と視線が絡む。こちらが表情を作る前に、湊が私にふわっと笑いかけた。

「目白、久しぶり。覚えてる？」

　気さくな態度に拍子抜けしてしまった。元カレ元カノの関係だからって、お互い素っ気なくするのは対外的によくないとは思っていた。だけど、まるで仲の良い友人のような態度を取られるとも思っていなかった。

「覚えてるわよ。坂口、久しぶり。お帰りなさい」

　ここで呆気にとられたり、戸惑ったりしたらいけない。私はすぐに笑顔を見せ答えた。

「目白と同じ二課なんだ」

「聞いてる。面倒見ろって言われてるわよ」

「ええ？　目白に面倒見てもらうの？　俺。すごく厳しそう」

　周囲から笑い声があがる。私も乗って、意地悪な笑顔を作る。

「同期でも二課では先輩よ。ビシバシしごいてあげるから」

「ひえ、とんでもないところに来ちゃったな」

　私たちのやりとりは仲のいい同期そのもの。周囲もなごやかなムードで、その流れか湊が手を差し出してきた。握手だ。私は一瞬ためらい、それでもその手を握り返した。

「よろしくな」

「ええ、よろしく」

　周囲に私たちが過去恋愛関係だったことを知っている人間がいるだろうか。当時噂がどこまで広がっていたかを私は把握していない。でも、私たちは完璧に演じられたと思う。〝すでに恋愛を過去のものと割り切っている同期〟を。

　……湊は本当に割り切れているのかもしれない。なんのわだかまりもなさそうだったもの。

　手を離し、まだ笑顔のまま私の心中はモヤモヤしている。私だけなのかな。三年も微妙に引きずっていたのは。もし、そうだとしたら馬鹿みたいだ。

「よし、じゃあ早速朝礼で挨拶してくれよ」

　角谷課長が湊に言い、私は一歩下がり、周囲に紛れた。安堵半分、落胆半分という妙な気持ちだった。






　湊は当初の内示通り私と組むことになった。

　新年度の異動で他部署に移った先輩たちから引き継ぎ、今一番多くの顧客を持っているのが私。単純に忙しい。手伝ってくれる人間はありがたい。

　秋の異動時に、担当を再分配すると聞いている。おそらくそのタイミングで、湊は二課の売り上げの何割かを担う大口顧客を受け持つことになるだろう。

　組む、と言っても私が教えることはそうない。二課の顧客を説明し、三年の間に変わった社内のシステムをレクチャーするくらい。

「目白、こっちやっておいていい？」

「あ、うん。お願いするわ」

　湊は相変わらず打てば響くような勘の良さと処理の速さで、二日目にはたいして教えることもなくなってしまった。

　どんどん私の仕事を一緒に消化してくれるので、私はいっぺんにラクになった。

「澤名さわな製作所の打ち合わせ、今日だろ。俺も同行していいの？」

「それは同行しなくて大丈夫。坂口が正式担当になるなら連れてくけど、そうじゃないなら先方を混乱させちゃうじゃない」

「確かにそうだな。じゃあ、別件のメール、確認しとくよ」

　一を言えば十も百も理解して進めてくれるので、パートナーとしては最高にやりやすい。そもそも、私たちがマーケティング部にいた頃、課は違っても、こうして協力し合うことはしょっちゅうあった。それが私たちを近づけた理由のひとつでもあるのだ。

　本当に、これが元カレ元カノの関係じゃなければ、素直に湊と働けることを喜べたのに。いや、湊が気にしていない様子なのに私ばかりがこだわり続けるのはよくない。モヤモヤを頭から追い出さなきゃ。

「それじゃ、坂口に任せて、私は出ちゃおうかな」

　鞄を肩にかける私に、そろりと近寄ってきたのは後輩の佐々木くんだ。

「すみません、目白さん。ちょっと急ぎの確認が」

「え？」

　思わず眉間に皺が寄ってしまった。だって、私の外出予定は朝からホワイトボードに書いてある。今まで話しかける時間はたくさんあったよね。なんで出かけるギリギリでやってくるのかな、この子は。

「今すぐ？」

「午前中には返事すると言ってしまいまして」

　うう～ん、それならどうして早く処理して回さないのかな～。今、十一時半だよ。私の外出を差し引いても、午前に返す内容を午前の終わりギリギリに先輩に確認してもらうっておかしくないかな～？

　言いたくない苛々が込み上げてくる。良い人ぶって怒らないわけじゃない。課長から回される形で面倒を見ているだけで、もともと佐々木くんの教育係じゃない私が、彼の仕事ぶりを注意したくない。ずるいかもしれないけど、これ以上責任を負いたくないのよ！

　だけど、毎度毎度マイペースに仕事を振られるとこっちもさすがにね。ニコニコが引きつっちゃう。いっそ、ガツンと怒ってやろうかな。

「佐々木、それ、俺がチェックするよ」

　苛々思案を巡らせている私の横で湊がさらりと言った。

「いいんですか？」

　佐々木くんが明るい表情で言い、湊は頷いて資料を受け取る。

「だけど、佐々木、先輩にチェックを頼むなら、先輩の予定や作業時間を考慮して頼まないと駄目だよ」

「あ、す、すみません」

「真面目に仕事してても、そういうところでケチがつくの嫌だろ？」

　私の代わりに注意までしてくれる。課長をはじめ、あまり怒られない佐々木くんは驚いた顔をしつつも、きちんと頭を下げた。

「以後、気をつけます」

「おう、じゃ急いで見て返すから、佐々木は席外さず他の仕事してろー」

　注意した相手をフォローするかのように、明るい言葉をかける。完璧な後輩さばきに感服だ。

「坂口、ありがとう。詳細わかる？」

「目白のデスクトップにあったフォルダの件だろ。見ておくよ」

「わからなかったら、電話して。本当に助かる」

　私は湊に任せてオフィスを出た。

　湊は細かいので、おそらく初見の仕事もしっかり見直して戻してくれるだろう。頼もしい限りだ。佐々木くんを叱る役目までさせてしまったことを、申し訳なく思った。あとでこの件は御礼を言わなきゃ。






　客先を回り打ち合わせを済ませ帰社すると、すでに定時近い時刻だった。

　湊がデスクで声をかける。ちょうどコーヒーを飲んで休憩していたようだ。

「目白、お疲れ」

「坂口、いろいろありがとう。佐々木くんの件は、注意からフォローまで本当に感謝してる」

　一応、佐々木くんがいないことを確認してから声をひそめて言う。先輩ふたりが自分のことを言っていると思ったら、佐々木くんだって嫌だろうから。

「ああ、無事メール送ったから確認して」

「わかった。……え、お願いしてた作業、全部終わってる!?」

　湊は私が残していった作業をすべて仕上げてくれていた。おかげで今日は残業せずに済みそうだ。湊が笑顔で答えた。

「ほんの少しだけだったよ。それにしても、目白の抱えてる顧客って本当に多いな。それで佐々木のＯＪＴもやってるなんて大変すぎ」

「佐々木くんはもう二年目だからＯＪＴじゃないよ。不慣れなところだけ課長に面倒見てって言われてるだけ」

「ふうん」

　湊は少し考える風にしてから言った。

「じゃあ、異動してきたばかりで時間のある俺ができるところはやる」

「悪いよ。坂口だってこれからどんどん仕事増えていくと思うし」

「大丈夫、それまでに佐々木にひとり立ちしてもらうから」

　明るく答える湊は完璧な同僚だった。仕事ができて性格もいい、頼りになる同僚。一緒に働きたいヤツ、ナンバーワン。

「本当に坂口が帰ってきてくれてありがたいなあ」

「だろ」

　一応は本音として言ったつもりだ。湊が平然と返すので、私たちは当たり前の同期として笑い合った。

　でも、心臓の裏側あたりを引っかかれるような感覚はある。

　私と湊は付き合っていた。そのことを湊はすべて忘れてしまったかのような態度。

　最初から何もなかったみたいに振る舞われると、少しだけ胸が苦しい。

　理屈ではわかっている。別れた男女が仕事上関わりを持つなら、付き合う前の距離に戻すことが一番いい。

　だから湊は正解だ。賢明だ。

　間違っているのは私。やっぱり未練があるのは私の方だろうか。

「目白」

　声をかけられ顔を上げる。

「金曜の俺の歓迎会、来るんだろう？」

「あ、うん」

　勢いで答えてしまった。正直、そこまできちんと決めていなかった。角谷課長にも曖昧にしか答えていなかったのに。

「じゃ、そこで俺の海外苦労話、聞かせてやるよ」

「なにそれ」

　笑う私に湊が言う。

「絶対、笑うから。期待してて」

　彼はもしかして意識して同僚に戻ろうとしてくれているのかもしれない。

　それなら、私だって乗るべきだ。もう、大人なのだから。

















第二章　離れて想う












　俺、坂口湊にとって、海外転勤は将来に絶対必要なことだった。総合商社である嵐川コーポレーションにおいて、ここ数年業績に貢献しているのはスマートフォンやタブレット端末関連だ。

　電子商材に強いアジアの海外メーカーを中心に仕事ができる台湾支社は、願ったり叶ったりな転勤地だった。

　問題があるとすれば、その時俺に二年付き合った彼女がいたということ。

　同じ会社で同じ総合職だ。どちらかが転勤になることだって覚悟していた。その時、同じように仕事に邁進している彼女を連れていけないと思っていた。

　だけど、俺は聞いてしまった。一緒に来るかと。それが間違いだったのだ。






　目白雛子は同期だった。

　百人以上いる同期の中で、まず目を惹く美人だとは思った。すっと通った鼻梁と、大きいけれどシャープな瞳。長い髪を結わえて、凛と背筋を伸ばした姿は、面接会場ですでに目立っていた。

　声をかけたのは俺からで、あの頃今よりずっとおとなしかった俺にしては、よくやったと思う。他の同期に取られる前に仲良くなっておきたいと必死だった。

　研修期間中に話すようになり、配属先も同じマーケティング企画部。仕事のいくつかが被るので、同じ内容で語ることはたくさんあった。

　一緒に食事にいくようになり、距離が詰まっていくあの頃は毎日が楽しかった。

　ある時、雛子に相談された。

「なんだか坂口のことを考えると変なんだ」

　それが恋をしたことのない彼女からの告白にあたると理解した時、もう迷ってはいられなかった。むしろ、俺から先に言うべきだったと後悔したくらいだ。

　出会った頃から惹かれていた目白雛子が正式に彼女になったのは、入社から半年後だった。






「坂口、ごめん。さっきの件なんだけど」

　今目の前に、目白雛子がいる。二十八歳になり、美貌に艶やかさと華やかさが出てきた彼女が同僚として、隣のデスクにいる。

「なに、間違ってた？」

「ううん、先方レスポンス早くて、予定早まりそう。例の部材、納期どうだったかなって」

「端末見ると余裕あるから、第二から回してもらえればまかなえるかもだけど、そこは従来納期で押しちゃっていいんじゃない？」

「そうだよね。ありがと」

　雛子は口の端を引くだけのクールな笑顔を作って、俺に背を向けた。角谷課長に報告している彼女をついデスクから覗き見てしまう。

　サマーニット風のカットソーとワイドパンツ。ジャケットを羽織れば、いかにも仕事ができそうないい女だ。

　実際、雛子は仕事ができる。二十八歳で第一営業部に所属し、多くの顧客を抱えているのは、彼女の、新人時代からの努力の積み重ねだ。

　覇気があり、周囲に影響を与えるパワーの持ち主の雛子は、俺の憧れでもあった。

　俺と別れてから、彼女はいっそう輝いて今のポジションにいるのだろう。付き合っていたのは二十三歳から二十五歳の二年間。あの頃はお互いにあまり余裕がなかった。仕事を覚え、どんどんやれることが増えていく時代、俺たちは恋人同士でありながら競い合う同期でもあった。

　俺はどこかでいつも雛子に負けたくなかったし、仕事の面で抜きん出ることで雛子に称賛されたかった。

　それがお互いの心から余裕を奪っていたのかもしれない。

　言い合いが増え、それがふたりの関係をよくするための議論ではなくなっていく。意地の張り合いや、互いの嫌な面をけなすようになると、息苦しさばかりが増していった。

　だけど、俺は雛子を嫌いになったわけじゃなかった。もう少し素直になってほしいし、自分の意見を絶対と信じないでほしい。後々になって思えば、それは俺自身にも言えたことで、離れる以外ないふたりの典型的なパターンだったのだろう。

「坂口」

　雛子が俺を呼ぶ。

「課長が新規案件任せたいって」

　入れ替わりで戻ってきた雛子にＯＫを伝え、課長のもとへ。まだ第一営業部では新参だ。なんでもできる態勢でいなければならない。

　海外の三年間の成果を、第一営業部で見せよう。そうすることで、俺の立ち位置を決めていこう。そうすれば、雛子とは同僚でいられる。

　雛子はもう俺の彼女ではない。今の雛子を見れば、あの時別れていて正解なのは明らかだ。

　恋人じゃないほうがいい関係を築けるなら、そうすればいい。






　赴任してきた週の金曜の夜が歓迎会だった。第一営業部二課のメンバー総勢三十名が一堂に会し、居酒屋の広間を貸し切って飲み会となった。

「坂口さーん」

　飲み会が始まってすぐに後輩にあたる女子たちが三人ほど俺の前に陣取ってきた。大きな会社なので、転勤前は会ったこともない後輩がいるのもけっこう普通だ。さらにこの三年で入ってきた子は当たり前だが知らない。今目の前にいる子たちは三人とも見事に知らない。

「海外勤務のお話、聞かせてくださいよ～」

「私も総合職なんで興味あるんです。女性は希望しても通りづらいって本当ですかぁ？」

　俺は苦笑いして、ジョッキのビールを傾けた。

「さあ、どうだろうね。人事のことはわからないから」

　自慢になるが、女子には好意を持たれやすい方だと思う。モテてきたという自負もある。高校大学時代は、自分からアプローチしなくても女子が告白してくることは何度もあった。

　でも、それってだいたいが俺の顔とか身長が理由なのだ。見た目は百パーセント、モテに影響する。見た目で寄ってきた女子とは、だいたい数ヶ月でお互いに話すことがなくなる。俺は彼女たちのするネイルやカフェの話は興味ないし、彼女たちは俺が思ったより草食系だと気づいてがっかりする。

　だからだろう。半年一緒にいてようやく「坂口が女子と喋ってるとモヤモヤする」なんて相談してきた雛子の存在が嬉しかったのは。見た目じゃなくて、一緒に過ごして中身を見てくれたのだと思えたから。

「今、付き合ってる人っているんですか？」

「あ、そのへん、聞きたーい」

　きゃあきゃあはしゃぐ女子は、お酒なんてろくに入らなくてもいつだってテンションは自在だし、ぐいぐい迫るのもお得意だ。

　正直、女子は苦手だ。雛子以外に長く続いた彼女もいないし、その雛子とも最悪な別れ方をしてしまった。海外赴任中に現地で恋愛なんて考えられなかった。雛子ときちんと話せなかったことがいつまでも悔いとして残っていたからだろう。

　さて、その雛子はどこにいるのだろうか。女子三人組の話に適当に相槌を打ちながら捜すと、先輩たちと笑い合っている雛子が見えた。

　雛子と喋りたかったな。

　そんなことを考える。未練があるわけじゃない。別れた恋人をいつまでも惜しく思うなんて男らしくない。

　だけど、三年ぶりに再会した雛子と、付き合う前のようなやりとりをし、あの頃より責任の増した仕事をふたりでこなすここ数日は心地よい時間だった。

　恋じゃなくても、俺と雛子の間には交友が芽生える可能性はないだろうか。たとえば、同僚として、友人として。

　盗み見ていたせいか、雛子と目が合った。離れた席でも本当にばちっと視線が絡んだ。

　すぐに視線を互いに外した。なんだ、心臓がドクドク鳴り響いている。

　ほどなくして佐々木をはじめとした後輩男子たちが俺の席にやってきた。

「坂口さん、よろしくお願いします」

「やっとちゃんと話せますよ」

「佐々木ばっかり、ずるいよな」

　若手男子がわいわいし始めると、女子は自分たちのペースにできずにうずうずしている様子。やがて、女子三人も同僚の男子たちと話し始め、場は大きな輪になった。

　俺はトイレのフリをして、そっと離席した。

　偶然だろうか、廊下で手洗い帰りの雛子と会った。

「目白、ありがと。助かったよ」

　佐々木たちを俺の方に向かわせたのは雛子だろう。

「おモテになってたみたいだからね」

　フフと悪戯っこみたいに笑う雛子に懐かしさが込み上げてきた。雛子は美人でクールな女じゃない。多くの人間はそう思っているだろうけれど、実際は茶目っ気もあれば、他人に毒も吐く、普通の女なのだ。

「若い子、苦手だよ。ぐいぐいくるんだもん」

　誰も通りかからないのをいいことに壁に寄りかかり言うと、雛子も脚を止めた状態で俺を覗き込む。

「モテるうちが花じゃない？　女の子たちがもてはやしてくれるのなんて、転勤から一ヶ月くらいだろうから」

「そんなかよ！　シビアだな！」

「シビアだよ、女子だもん。新しいものにはダッシュ。時間が経って興味がなくなったら次を探す」

　楽しそうに嫌味を言う雛子に、オフィスで見ない過去の雛子を見た気がしてどんどん嬉しくなる。

「女子は強いな。興味がなくなったら、もういいんだ」

「そうそう。振り向いてくれないヤツからは撤退ですよ」

　じゃあ、雛子。俺のことは〝もういい〟かな。終わったものを振り向かないのが女子なら、雛子にとって、俺は……。

「っていうか、海外での武勇伝聞かせてくれるんじゃなかったの？」

　雛子が言う。俺の言葉を覚えていてくれて、これは一緒に飲もうの誘いと取ってもいいのだろうか。

「苦労話だから。武勇伝とか大きく出てないし」

「うっそ、自慢でしょ～」

「じゃ、アパートのトイレが詰まって溢れて大変だった話から聞く？」

「ちょっと！　それ、お酒美味しく飲める話!?」

　俺たちは笑い合いながら座敷に戻り、元の席ではなく端の空いた席について酒を注文し直した。厳密にはふたりきりじゃなかった。近くにいた先輩や後輩も交えて、俺の語る海外のちょっとした失敗や苦労話をした。酒が入っているせいもあるとはいえ、みんないちいち爆笑してくれ、場は大盛り上がりだ。

　何が嬉しかったかって、雛子が無邪気にけらけら笑っていたことだ。

　極端にアルコールに弱いわけでもないし、けっこう見栄っ張りなので会社の人間の前ではハメをはずさないタイプだ。その雛子が楽しそうに大きく口を開けて笑っている。

　こんなことを考えるのはよくないし、俺も酒が入っているせいだろう、つい思ってしまう。雛子と新しい関係が築けるかもしれない。

　友人として……そして本当にかすかな希望だとしても……もう一度、恋人として。






　二時間の飲み放題が終わり居酒屋を退去させられた二課の面々は、二次会にカラオケに向かおうという話でまとまっていた。もちろんここで抜けるメンバーも多く、二次会は若手を中心に半数が参加となった。全員が入れる場所を手分けして探しているうちに、ふと雛子の姿がないことに気づいた。

　楽しそうに酔っていたし、二次会も参加だと思っていたが、誰にも何も言わずに帰るのだろうか。視線を巡らせ、路地から雛子のバッグが見えていることに気づいた。

「目白……」

　声をかけようとして尻すぼみになった。雛子は路地の壁に背をくっつけ、角谷課長に見下ろされていた。ほろ酔いの雛子は頬どころか耳や鎖骨まで赤く、薄いカットソーから見える二の腕まで火照って見えた。艶っぽくて、ものすごく煽情的だ。その雛子がぼんやりと角谷課長を見上げている。

　みんな注目していないけれど、気づけば誰がどう見ても角谷課長が雛子を口説いているように見える。いや、恋人同士にも見える。

　待ってくれ。雛子は課長と付き合っているのか？　頭の中で思考が目まぐるしく回転し始めた。

　課長は聞いた話だとバツイチだそうだ。とにかくモテるのは俺が転勤する前から噂で聞いていた。当時既婚者であったというのに、噂になるくらいなのだから相当な色男だ。

　雛子はそんなモテる男と付き合っているのか？　それとも、今まさに持ち帰られそうになっているのか？

　近づけば会話が聞こえる。そして、ふたりは俺に気づけば慌てて離れるだろう。付き合っていても、付き合っていなくても。

　近づいてしまえと思う俺は、自分の心を判じかねている。雛子が誰と見つめ合っていようが、俺には関係ないだろう。俺は元カレだ。今の恋人じゃない。

　しかし、課長の手が雛子の頬にべたりと押し当てられた瞬間、それまでの考えていたことが吹っ飛んだ。俺はずんずんとふたりに近寄っていく。自分でも説明のできない切迫した気持ちだった。

　遠慮なく大きな声で話しかける。

「目白、二次会行くんだろ？　数に入れちゃったぞ」

　俺の接近に先に気づき、いち早く角谷課長が手を引っ込めた。余裕をもって薄く微笑んでいるものの、今にも舌打ちが聞こえてきそうな空気。「邪魔しやがって」と思っているのがバレバレだ。

「あ、坂口。ごめん、行く行く」

　雛子はまだぼうっとしながらも、俺を見てしきりに頷く。やはり普段より酔っているようだ。

「課長、お疲れ様でした」

　なかば強引に雛子の背を押し、路地から連れ出した。不審に見えただろう。でも、いい。

　それより、あんな下心丸出しの上司に、雛子がたぶらかされそうになっていることが問題だ。

　それとももう、たぶらかされ済みなのか？

「邪魔したか？」

　酔いが吹っ飛んで、剣呑な聞き方をしてしまう俺に、まだぼんやりしている雛子は気づかない。

「いや、平気。ちょっと眠くなってた」

　眠くなってたって……それを課長が聞いたら「どこかで休んでいこう」ってことになるだろうが。

　俺はその答えにさらに苛立ちながら、二次会に向かう列の最後尾についた。雛子とはそこからろくに喋らず、二次会が終わったらそれぞれがおとなしく帰宅することとなった。二次会の途中で酔いも覚めたのか、雛子は後輩の女子と終電に向かって走っていったから、きちんと帰宅はしただろう。






　土日はモヤモヤして過ごしてしまった。

　引っ越したばかりなので、部屋の片づけなんかをしていたけれど、家に籠もっていると苛立ちばかりが募る。気晴らしに散歩をすることにした。

　無心で歩いていると、以前住んでいたアパートのあたりに出た。

　会社まで近く慣れ親しんだ街がよくて、同じ土地に引っ越してきたのは失敗だったかもしれない。駅前のスーパーは雛子と帰り道に寄るのが定番だったし、大学時代から住んでいたアパートもこうして歩いて来られる範囲だ。思い出が多すぎる。

　雛子は角谷課長と付き合っているのだろうか。

　美男美女でお似合いではあるかもしれない。角谷課長は順調に出世している仕事のできる男。家庭もないのだから、恋愛は自由だ。

　ただ、女にだらしないから家庭が壊れた男なんじゃないのか？　いや、それは俺の推測の域を出ないけど、当たらずも遠からずだと思うぞ。

　そういう男がいいのか？　雛子。

　もし、ふたりが付き合っているなら、俺はそれを見せつけられながら日々仕事をするのか？

　いっそ雛子に聞いてみようか。スマホの番号はあの頃から変わっていないと言っていた。お互いの連絡先もまだ入っていると確認している。

　いや、落ち着け。休日にそんなことで電話するのはおかしいだろう。

　冷静になりたくて歩き続けるけれど、汗が出るばかりで頭はすっきりしない。

　俺はまだ雛子に気持ちがあるんだろうか。三年の間、今は恋愛をすべきじゃないと自分を律してきた。雛子に再会し、彼女が当時より輝いていることに多少の寂しさを覚え、同時に俺しか知らない雛子を見られれば嬉しくなる。

　これじゃあ、本当に俺がおかしいみたいだ。

「少しだけ話してみようか……」

　そうだ。同僚の範囲で世間話的に話すなら問題ないんじゃないだろうか。

　俺はなんとか自分を納得させ、長い散歩を終えることにした。汗だくでくたくたで、もう今日は部屋の片づけもやめてビールを飲んでしまおうと思った。






　週が明けて月曜日、俺の転勤から二週目が始まった。仕事自体は正式な客先が決まるまではサポート業務が多くなる。また課長が音頭を取って進めるプロジェクトがあれば、そこに組み込まれるだろう。来月から動く話が一件あると聞いている。

　忙しく仕事をこなしながら、昼休みを待った。

「目白、外に食べにいかないか？」

　昔みたいにさりげなく誘ったつもりだ。雛子は朝からいつも通りバリバリ仕事をこなしていた。確か午後、外出があるはずだ。話をするなら昼がベストのはず。

「オッケー。出るの少し待ってくれる？　私、そのまま外出しちゃう」

「時間ないなら今度でいいぞ」

「大丈夫、大丈夫」

　とはいえ、十二時から二十分過ぎたオフィス街の昼食処はどこもかしこも混み合っていた。コンビニも混んでいるので、買ってオフィスに戻ってだとかなり時間を食う。

「そういう時はここ」

　雛子が得意げに連れてきてくれたのは路地裏のサンドイッチ店だった。

　人気店なのか数人並んでいるが、接客が早いのであっという間に買う順番が回ってきた。

　ふたりでサンドイッチを手にオフィス街真ん中の小さな緑地にたどり着いた。おもちゃみたいに小さな噴水の縁に腰かけてランチにする。

「ごめん、ランチって感じじゃなくなっちゃったね」

「いや。こういうのもいいよ」

「湊、足りないんじゃないの？」

　俺は顔を上げた。今、雛子は俺のことを湊と呼んだ。

　当の雛子は自身の失敗にひどく狼狽してる様子だ。膝の上のサンドイッチを取り落としそうになっている。

「ごめ……古いクセで……」

「いや、気にするなよ。俺も雛子って呼んだ方が自然だし」

　ふたりきりなのだ。転勤してきてから、ようやくふたりきりで話す機会がきた。

「じゃあ、ふたりの時は名前で呼ばせてもらおうかな」

　雛子が照れてぼそぼそ言う姿に、胸が苦しくなる。俺には言いたいことがめちゃくちゃあって、だけど、それをどう整理して言えばいいかわからない。

　ふたりでサンドイッチを食べ、つい無言になる。俺は言葉を探し、雛子は先ほどの照れが残っているみたいだった。

　先に食べ終わった俺は、ここにたどり着く前に買ったペットボトルの大容量のアイスコーヒーを一気に飲み干した。やはり聞いてしまおう。いいタイミングだ。

「雛子、おまえさ」

「なに？」

「角谷課長と付き合ってる？」

　結果として一番気になっている質問をぶつけてしまった。

　雛子はまったく表情を変えずにぶんぶんと首を横に振った。

「え、付き合ってないよ」

「あ、そうか。そうなんだ」

　言いながら、俺は安堵でふうと息をつく。しかし、安堵と同時にむくむくと怒りがこみ上げてきた。

「え、じゃあ金曜の飲み会でくっついてたのは？」

「ああ……なんか角谷課長、スキンシップ多くて」

「いや、それは狙われてるんじゃないの？」

　こんな言い方しちゃいけないと思いつつ、つい言葉が止まらない。

「つうか、わざと隙見せてるのか？」

「は？」

「そうだろう。キスできそうな距離でも逃げないし、触られてもぽーっと課長を見つめてたじゃないか」

　雛子がはっきりと今までとトーンを変えた。

「課長は女子社員には誰にでもあんな感じだけど。いちいち気にしてる方が自意識過剰でしょ」

「角谷課長のあの時の目、完全に獲物狙ってる男の目だった。そういうのわかんない？　それとも、言い寄られるのが嬉しいのか？」

　言いだしてしまった以上、言い切れずにはいられない。

「その気のない男とは距離を弁えた方がいいと思うぞ。酔っぱらって相手に身を任せるような態度はよくない」

「そんなことしてない」

「していたように見えた」

　雛子がキッと俺を睨んだ。シャープで睫毛の長い目がつり上がっている。

「私は言い寄られて嬉しいわけでも、酔った勢いで男にしなだれかかるような女でもありません。勝手に解釈して、言いがかりをつけるのやめてよ」

　隣に座っているには険悪な空気に、俺も立ち上がる。苛立ちが増していた。

「〝同期〟として忠告したつもりだったんだけどな」

「余計なお世話だと思う」

　食べかけのサンドイッチを紙袋に戻し、雛子も立ち上がった。

　オフィス街の公園だ。昼食や休憩の人が多い。声をひそめたやりとりだけど、雰囲気が悪いのはすぐわかるだろう。

「私、もう坂口の〝彼女〟じゃないから」

　やはり名前呼びはなくなったらしい。苛立った言葉を投げつけられ、仕掛けたのは俺でありながら苛立ちがピークに達した。

「せいぜい物欲しそうな女だと男に思われないことだな。安く見える人間に、重要な仕事を任せるヤツはいない」

「余計なお世話だって言ってるでしょ」

　低く押し殺した声で言い、雛子は俺の横を通り過ぎていった。そのまま外出になるのだろう。

　雛子の姿が雑踏に見えなくなり、俺は拳をぎゅっと握った。

　やってしまった。正直に思った。

　せっかくいい感じだったのに。名前で呼び合い、懐かしくも新鮮な気持ちで向かい合えたのに。

　いや、だからこそ許せなくなってしまった。あんな女たらしの塊みたいな男にだらしなく隙を見せる雛子が。

　俺の彼女でもないのに、どうしても言わずにはいられなかった。






　後悔とも疲労ともつかない気持ちで昼休みを終える。

　オフィスに戻ると佐々木が俺を捜してうろうろしていた。

「あ、坂口さん！　困ったことになりました！」

「どうした？」

「ＫＹ事業社の担当さんがお怒りで……」

　なぜ、どうしてそうなった。さっきまで一緒に作っていた資料を送ったんじゃなかったのか。

　急いでメールのＣＣを確認して俺は青ざめた。

「佐々木、ＫＹ事業社にＴＨＡＮＫＳ株式会社向けの資料送ってるぞ」

「そうなんです！　間違えちゃいました！」

　半泣きの佐々木にさすがにため息を禁じ得ない。この二社はライバル関係。いつも優先しているＫＹ事業社を差し置いて、ＴＨＡＮＫＳ株式会社に部材を卸していることがバレてしまった。

　メールの文面はチェックしていたけれど、まさか添付資料を間違えるとは。しかも一番悪い間違え方で……。

　だが、俺が雛子と話すことばかり考えていなければ、もっと早くメールに気づいただろうし、おそらく先方からかかってきた電話に俺が対応できただろう。

「とりあえず、課長に報告だ。佐々木、来い」

「はぁい」

　泣きそうな佐々木を連れて、俺は女子社員たちと昼食から帰ってきた角谷課長のもとへ向かうこととなった。






　結局、佐々木が巻き起こしたこの件は、二課だけの問題にとどまらず、担当の佐々木、二課の角谷課長、第一営業部の染井そめい部長が即日直接謝罪に行くこととなった。

　そして俺はというと、ＴＨＡＮＫＳに事情を説明し、謝罪し、融通することができなくなった部材を他所から調達する役目が回ってきた。

　ＴＨＡＮＫＳは大手携帯会社の下請けで、今回は恩を売っておきたかったというのに。どうにか挽回しなければ大損害だ。

　部材は社内で融通できなければメーカーか同業他社の代理店に問い合わせる。

　俺が部材を指定数すべて調達できたのは定時から三時間後で、社内にはほとんど人は居残っていなかった。反省で横に座り経緯書を書く佐々木はべそを掻いていた。俺も泣きそうだよ、佐々木。

　雛子は客先をいくつも回って直帰になったそうだ。

　顔を合わせずに済んだことだけ、少しほっとした。






　翌朝、出勤すると早速嫌な光景が目に映る。人の少ない早い時間だ。すでに出勤している雛子の隣、俺のデスクにつき、ぺたりと貼りつくようにＰＣの画面を見て話をしている角谷課長の姿だ。雛子、だから気がないなら距離を取れ。普通に接するな、近いだろう。

「オハヨウゴザイマス」

　思わずまったく感情のこもらない声で挨拶をすると、驚いたように課長が立ち上がった。

「お、坂口おはよ。昨日はお疲れ。おまえのおかげで利益守れたわぁ」

「いえ……何件か納期ギリなんで、課長の方からもメーカーにお願いの電話を入れておいてもらえると助かります」

「オッケオッケ」

　逃げるように自分のデスクに戻るあたり、やっぱり下心が後ろ暗いんだろうが。わかりやすく、美人の部下にひっついてんじゃねえよ。

「おはよう」

　雛子がこちらを見上げて、挨拶した。冷たいくらいの表情に俺も挨拶を返す。

「おはよう」

「昨日は大変だったんだってね。佐々木くんの件、全部坂口に丸投げして申し訳なく思ってる」

「いや、もう済んだよ」

　どうやら、同僚としての会話はするつもりらしい。まあ、そうだろう。俺も雛子ももう充分大人だ。職場でも若手で済ませられる立場でもない。

「でも」

　雛子が声を落として低く宣言した。

「やっぱり坂口とは合わないって昨日でよくわかった」

　ＰＣを見つめる怜悧な瞳。俺は苛立ちながら、それを声に乗せないように答えた。

「俺もだよ」

















第三章　お互い様












　夏も近づく七月、私は薄手のジャケットを腕にかけ、電車を降りた。朝の時間帯で、すでに日差しが厳しい。夏場は外出のたびに日焼け止めを塗り直していても、どうしても日焼けする。個人的なこだわりとして、日傘をさして営業先には行きたくない。

　第一営業部のオフィスの手前で、坂口湊を発見した。確か総務の子だと思うけど、若い女子社員と楽しそうに話している。湊が言ったことに彼女が手を叩いて大仰に笑う。わざとらしくない？　そのリアクション。それ、総務提出書類の話だよね。どこにそんなおかしい要素が？

　湊はウケがよかったせいか楽しそうに話を続けている。私には隙を見せるなだなんだと言っておいて、自分だって鼻の下伸びてるじゃないの。ばーかばーか。心の中で言いつつ、二十八の女として表情には出さない。

「おはよう」

　一応挨拶をすると、ふたりは驚いた顔。総務の女子社員は慌てて頭を下げて去っていく。廊下ではしゃぎすぎていたと気づいたようだ。

「おはよう。目白、顔怖いよ」

「普通の顔です。ごめんなさいね、きつい顔で」

「自覚あるなら、もう少し気を遣えば？」

　まるで総務の子が私のせいで逃げていったと言わんばかりね。あんたたちが高校生みたいにキャッキャしてるのが、まずおかしいわよ。

　私はつんと背を向け、オフィスに入った。

　湊が転勤してきて三週間経った。湊は第一営業部に馴染み、転勤したてにはとても見えない仕事ぶりだ。私とは便宜上一緒に仕事しているとはいえ、彼独自でやる案件も増えた。

　客先と物の流れさえつかんでしまえば、どこの部署も基本は同じ。湊は飲み込みが早いので、楽勝だろう。

　そしてあらためて、私と湊が修復不可能な関係であることがよくわかった。

　湊は私に隙があって、角谷課長に言い寄られるのを待ってるみたいだと言うのだ。余計なお世話も甚だしい。確かに角谷課長は最近特に距離が近いとは思う。食事にも熱心に誘ってくるし、ちょくちょく個人的なメッセージもスマホに届く。平日の夜に『今日の件、ありがとね』とか『○○のランチ美味しくなってたよ』程度の重要度の低いメッセージだけど。

　でも、それが湊に関係ある？

　角谷課長は女子なら誰でも気安く近づいてくるし、その中で、課長の下心的な部分が見え隠れしているのもわかる。

　でも、課長は現在独身、私も独身。何かあっても問題ないのだ。

　それなのに、元カレぶって腹が立つったらない。

　苛立ちを隠して仕事をしていると、朝から問題の角谷課長が私のデスクに近づいてきた。

「目白、今日ランチミーティングしようよ」

　上司にランチに誘われるのは普通のこと。でも、ミーティングって言うことで断りづらくしてくる。こういうところを『課長ったら』とドキドキできる女子もいるんだろう。私は逆に面倒くさくなる。

「いいですよ」

　了承したのは、仮にもミーティングと言われたから。あとは、何度も断り続けてるし、自分が自意識過剰にも思えたからだ。一応は上司の誘いだ。

「イタリアン、好き？　ほら、大通り交差点の角の二階のお店。行ったことないって言ってたじゃん」

「わかりました」

　別に夜の食事に誘われているわけじゃない。実際、誘われたことは何度もあるけど断ってる。

　ミーティングで、ランチで、相手は上司！

　わかった？　坂口湊！

　心の中で思うけれど、課長が去っていったら隣の席の湊がぼそっと言う。

「ランチミーティングってふたりっきりでするもんなんだ」

「知らない」

　私の答えに湊もむっつりと黙り込んだ。

　本当になんなのよ。隣の席だから聞こえちゃったんでしょうけど、いちいち突っ込みを入れてくるあたり聞き耳でも立ててるんじゃないのって気分になる。

　私の保護者のつもり？　お父さんなの？　元カレ通り越してお父さんになっちゃったの!?

「なんでもいいけど、もう少しこそこそしろよ。おまえの立場をやっかむ人間からしたら上司と付き合ってるなんてマイナスだぞ」

「だから、付き合ってないって」

「周りがどう見るかだろ。身体で仕事もらってるなんて噂立てられたいのか」

　私は湊を睨みつけた。なんて下品なことを言うのだろう。

「事実無根」

「周りの見方だって言ってる。軽率な態度はやめたほうがいい」

　少し黙って、考えた。

「もしかしてそういう噂がもうあるの？」

「おまえに限らずだけど、課長は気に入った女子に枕営業させるって噂がある。寝て気に入ったら仕事面で優遇するって」

　それで私にご忠告してくださってるわけね、元カレ様は。

　私は怒りを抑え、皮肉げに笑って言った。

「それこそ、男同士のやっかみじゃない？」

　ずいぶん嫌味っぽく響いたなと思いながら、これ以上話すのはやめようと思う。周囲に不仲を悟られる方が嫌だ。

　湊は「そうかよ」とひと言呟いただけでそれ以上言わなかった。

　仕事以外で関わりたくない。私も感情的になってしまう。

　というか、この先も私、男性が近寄ってくるたび、湊にチェックされるのかしら。湊が認める男じゃないと付き合っちゃ駄目？　ああ、馬鹿らしい。そんな権利、元カレにはないわよ！

　ランチタイム、私は堂々と課長と並んでオフィスを出たのだった。






「カッペリーニが美味しいんだ。できればディナーに連れてきたいな。自家製のサラミとトスカーナワイン、それからセミドライトマトのカッペリーニ。最高なんだよ、この組み合わせが」

　メニューを見ながら饒舌に説明してくれる角谷課長。私は軽く頷きながら、答えた。

「ランチにカッペリーニがあってよかったですね」

「ランチもいいけどね。今度ディナーにって話なんだけどな」

「あはは、お誘いは嬉しいです」

　ごまかして笑って、私はウェイターを呼ぶ。どこがミーティング。課長はここまでの道すがらも、店内に入ってからも隙あらば次の約束を取り付けたがる。

　正直に言えば、うざったい。

　課長の顔もスタイルも、仕事ができることも嫌いじゃない。

　だけど、ガンガンストレートに好意を示されるのは苦手。それに、湊の言っていた噂は言い過ぎだとは思うけれど、私以外の女子にもこういうことをしてるってなんとなく知ってる。

　たくさん種を撒いておいて、収穫できそうな麦の穂が伸びてきたらさくっと刈っちゃおうって感じかな。

　そういう男に引っかかるのはまっぴら……とも言い切れないんだよね。考えてみれば、湊と別れて以来、誰かを好きになることも付き合うこともなかった。

　私と湊が付き合っていたことは同期や一部の同僚は知っていた。元カレが湊だから、みんな湊より上である自信がなくて声をかけてこないんだ……そう同期のかおりは言ってくれたけど、本当かな。普通にモテないだけだと思う。私自身も恋愛に興味を持ってる暇なんかなかった。

　二十八歳、あまりにも枯れている。それなら、課長と大人の関係になってみるのも刺激はあるのかも……。

　いや、やっぱりやめよう。社内で面倒事は起こしたくない。

「目白、聞いてる？」

「え、はい。すみません。一瞬、ぼうっとしてました」

　課長に顔を覗き込まれ、背もたれいっぱいにのけぞりながら距離を取る。近いんだってば。

「だからね、そろそろ気づいてほしいんだ」

「私、何かやり残した案件がありましたかね」

「違うよ」

　課長がテーブルの向こうから手を伸ばし、私の手の甲に重ねた。

「目白のことが好きなんだ。真剣に交際を考えてほしい」

「え……」

「俺とじゃ考えられないかな？」

　私は口ごもり、下を向いた。とんでもないランチミーティングになってしまった。

　とりあえず目の前に運ばれてきたサラダを受け取るため、課長の手から手を引き抜いた。

　ウェイターさんナイスタイミング。






　なんだかものすごく疲れた。

　ランチを終え、外出があるという課長と別れオフィスに戻る。

　手前のコンビニを出たところで、第四営業部に勤務している同期に会った。同期女子の中で唯一仲の良い小金井かおりだ。

「雛子ぉ、ちょっとごはん付き合って」

「私食べちゃったよ。それに昼休み残り十五分だけど」

「これ食べるだけだから！　ベンチでひとりずるずるやってたら恥ずかしいじゃない」

　かおりの手にはカップラーメン。どうして急ぎのランチにそれを……と思ったものの突っ込まない。かおりは独特だ。私もそうかもしれないけど、たぶん私以上に。

「……じゃあ告白は保留って感じ？」

　コンビニ横のベンチはビルの陰になっているので、夏の太陽が高い時刻でも過ごしやすい。それでもラーメンは熱いと思う。かおりは景気よく汁を飛ばしながらラーメンをすすり、私は早速今しがたの出来事を話していた。とんでもないランチミーティングの話だ。

「個人的にはやんわり断ったって気持ちなんだけど」

「『私なんかに課長はもったいないですよ』って断りの言葉になってないし。見栄っ張りでええかっこしいのところがあるからな、雛子は」

　ずるずるずるっと勢いよくラーメンを吸い込み、もぐもぐ咀嚼しながら言うので、行儀はかなり悪い。かおりが行儀悪く雑な態度を見せるのは相当慣れた相手だけだ。

「坂口に相談すればぁ？　元カレだし、判断してくれるんじゃない？」

　聞きたくなかった湊の名前に、私は渋面になる。

「湊ならチクチクチクチク嫌味を言ってくるわよ。女たらしに隙を見せるなとか、上司と寝たら身体で仕事を取ってることになるとか」

「だいたい、それで合ってるじゃん。さすが坂口」

　かおりは湊への評価が高い。湊と別れた時、かおりからは叱られた。話し合うことを放棄したのは雛子だぞって。かおりは慣れ合わないので、正しいと思ったことははっきり言う。かおりの意見は耳が痛いものだった。

「私のオススメは坂口と寄りを戻すパターンかな」

「だから、それは絶対無理だって」

　私はなおも眉間に皺を寄せまくって答える。

「付き合ってた頃だって、最後は喧嘩ばっかりだったもん。元の性格が合わないのよ」

「あの頃、あんたたちガツガツ仕事してたもんね。競争するみたいに。子どもだから譲れないものが多すぎたんじゃない？」

　嫌なところをついてくる。

　私は湊に負けたくなかったし、湊に褒めてもらいたかった。だから、むやみやたらに頑張って、自分の主張を振り回し続けた。否定されたくないから強く出て、うまくいかなくても謝らなかった。子どもだった自覚はある。

　そして、それは湊もだったのだろう。

「でも、湊はまだ子どものまんまな気がする」

「あんたねえ」

「見た目は大人っぽく頼りがいが増してきた分、中身の子どもさが際立つんだよね」

「ふうん。それならいいこと教えてあげよう」

　かおりは最後の麺をすすり、そこからカップを傾けごっくごく喉を鳴らしてスープを飲み干した。完食までにかかった時間は五分以下。すごい。スープ、まだ熱かったんじゃない？

「総務にいる先島さきじま穂乃実ほのみって子、知ってる？」

「総務の先島さん……」

　って朝、湊と話してた子じゃなかったかな。でも、人の顔を覚えるのが苦手だし、大きな会社だから知らない後輩も多い。

「先島専務の娘さん。ガチの縁故入社勢。顔は可愛い子だよ。その穂乃実ちゃんと坂口を見合いさせようって話が出てるんだって」

　さすがに私は固まった。見合い？

　うちの会社は一族経営じゃない。だけど、先島専務はこの会社で社長の次に権力がある人と言っても過言じゃない。長らく第一営業部の部長を務めていた人で、生粋の現場叩き上げ。

　その先島専務の娘と湊が？

「先島専務、あの頃営業部の事業部長だったじゃない？　入社からずっと坂口のことお気に入りみたいよ。海外勤務経験させたかったのも、専務の意向だろうって。まあ、娘婿にって早い段階から考えてたのかもねえ」

「そ、そうなんだ」

「会議室の女子ランチで噂になってたから、本人には絶対話がいってると思う」

　途端に頭の中がぐるぐる回りだした私は、頬が引きつらないようにするのが精一杯。

「っていうか、あいつ私のこと言えなくない!?　専務の娘婿になったら、出世しても当然じゃん！」

「ま、そうだよね。でも、坂口はそのへん清濁併せ呑んじゃいそうだなぁ」

　かおりがにたあっと笑い、ゴミをささっとビニール袋に入れた。

「ともかく戻ろっか。雛子」

「うん」

「今度、飲みにいこうね」

「うん……行こう」

　私は胃が重たい。絶対さっきのカッペリーニのせいだ。オリーブオイルびたびただったもん。

　もうあのイタリアンには行かない。絶対に。






　帰りの電車で悶々と考えてしまう。止めたいのに止められない。

　別にお見合いしたっていいじゃない。

　湊が誰と見合いして誰と結婚してもいいじゃない。

　私が誰と恋愛してもいいように、湊だって自由だ。私たちは元カレと元カノなんだから。

　お見合いは噂になっていて、しかもふたりは同じ会社ですでに顔見知りになっていて……。

　朝見た総務の先島穂乃実かもしれない女子社員の顔を思い出そうとしてみる。だーめだ、思い出せない。やたらと安っぽく笑っていた印象しかない。……こんなこと言ったら若い女子社員をやっかんでるみたいに聞こえるだろうな。

　最寄駅について、駅前のコンビニでチューハイを買った。普段はそんなことしないけど、今日は喉の渇きに任せてゴミ箱前で一気に飲み干す。缶をゴミ箱に放り入れ、ぷはーと息をつく。やっぱりチューハイはレモン一択。レモンで頭もすっきりしたいんだけど、なかなかうまくいかない。

　専務の娘と見合い結婚……完全なる社内出世出来レース。

　ダサい！　ダサいよ、湊！

　まさかとは思うけど、最初の海外転勤の時には専務から打診されてたなんてことはないだろうか。

「ゆくゆくはうちの娘を任せたい。海外支社で経験を積んでこい」みたいな。だから、三年前の私の別れにこれ幸いと応じたとか？

　いや、まさかそこまでのことはないと思う。

　歩きながらもうひとつ無糖の缶チューハイをあけた。グイグイ飲みながら、こんなことしてる私が一番ダサいと感じる。

　湊のこといつまでも引きずって、馬鹿みたい。あっちはすでに薔薇色の将来保障付き見合い相手がいるっていうのに。

　つまり、湊が私の恋愛にあれこれ言ってくるのは、やっぱり未練じゃないのだ。余裕のある立場からの、ありがたいご教授だったのか。くう、腹が立つ！

　このまま、湊が専務の娘とハッピーエンドを迎えるのを社内で眺めるのだろうか。

　それって最低最悪の職場環境だ。メンタルヘルス的にきつい。

　いっそ、あいつより先に私が幸せになっておきたい。誰でもいいから付き合っちゃいたい！

　そして、「次は湊の番だよ、頑張れ」って親指を立てて応援するくらいの余裕を見せたい。

　しかし、角谷課長と付き合うかと聞かれたら、二の足を踏んでしまう。私、まだ冷静かも……。

「こら、雛子！」

　玄関に入ったところで姉に怒られた。

「年頃の娘が缶チューハイ飲みながら帰ってきてるんじゃないわよ！　おっさんか！」

　姉は幼なじみと結婚し、近所に住んでいる。たぶん七ヶ月の娘の夜泣きがひどくて実家まで散歩しにきたんだろう。お義兄さん、夜勤多いしなぁ。

「喉渇いたんだもん」

「嫁に行けとは言わないけど、女として隙を見せるのはやめなさい！」

　それ、湊にも似たようなこと言われた。私はパンプスを脱ぎながら姉に言う。

「だらしなく見えるイコール隙があるってことなのかな」

「否定できないね。状況にもよるけど」

「……ふうん。ありがと」

　私は姉の手に空の缶を押し付けると、のそのそと階段を上った。姉が風呂に入れとか化粧落とせとかいうお小言が聞こえてきたけれど、全部が面倒くさい時は女として最低限のこともやりたくないのよ。でも、こういう種類のだらしなさは隙じゃなくてただの怠慢だ。

　はあ、男に媚びを売る女にはなりたくない。隙を見せて色気出して、釣り糸を垂らす気もない。

　だけど、どうやって恋愛を探して、いちからスタートさせたらいいのかわからないよ。

　心が狭いと思うけど、湊が先に幸せになることだけが、どうしても許せない。絶対に譲れない。






　私がいくらモヤモヤしていても時間は止まってくれない。

　湊のお見合いの件を本人に確認する理由はないので、私は表向き知らんぷりをしながら仕事をしていた。忙しく働いていれば紛れてしまう。

　そんな折、思わぬ話が舞い込んできた。

「交流会ですか」

「そう、うちとサンライズクリエイティブとトヨハシと」

　私たちに説明しているのは第一営業部の染井部長だ。

　同じ超大手メーカーの販売代理店同士の若手が集まり、情報交換会をしようということらしい。ただの飲み会になるのではと思ったら、仕切りがメーカー側の重役と我が社の先島専務だと知る。

　例の先島専務！　もしかして、この交流会も湊の人品骨柄を見定めるためのものだったりする？　そうだとしたら、公私混同甚だしい。

　いやいや、まさか。自分で想像しておいてなんだけど、さすがにそんなはずはないでしょう。

「二十代の若手のみ集めるから、目白はうちの部の出欠席の取りまとめをしてほしい。時間外だから、あくまで強制じゃないけど、その辺のニュアンスはわかってるよな」

「あ、はい」

　ここで表立って参加を強制すればパワハラだなんだってことになる。でも、私に伝えているニュアンスは、『決済が必要な用事以外は欠席禁止』ということだろう。

　私は素直に、第一営業部全員の出席を取り付けた。部長が言っているニュアンスが皆まで言わずとも伝わったようだ。

　役目を果たした私は、ちょっと意地悪な気持ちでこの日を待つことにした。

　どれどれ、専務がどれだけ湊にご執心か確認してやろうじゃないの。






　当日、日比谷の老舗ホテルのバンケットルームで交流会は盛大に行われた。我が社からは第一営業部の若手と商材が重なる第四営業部の一部の社員。あと二社は同業他社とはいえ、メーカーの代理店同士だったりするので、付き合いはあった方がいい。

　先島専務の計らいは確かにいいことだと思うし、何年か前にも同じことが行われたと聞いたから、専務が湊を見定めたくて開いたというのは穿った見方かもしれない。

　しかし、各社の挨拶が終わり立食形式のパーティーが始まった途端、湊はあっという間に先島専務に捕まっている。隣には今回主催のひとり、取引先のメーカーの甲山こうやま副社長がいる。

　おじさまふたりと談笑する湊を見て、「どこが若手の交流会よ」と私はすっかり嫌な気分になっていた。若手の交流は確かに行われている。しかし、湊ひとり壮年のメンズふたりと交流しているのだ。

　専務、わかりやすすぎじゃないかな。やっぱり湊を娘婿最有力候補として見てるよね。

「嵐川の第一営業部の方ですよね」

　不意に声をかけられ、私は振り向いた。もちろん、嫌な気分は押し隠して穏やかな微笑みで。

「目白さんって女性を捜してるんですけど、今日お越しですか？」

「目白は私です」

「ああ！　俺、トヨハシの立野たてのっていいます。メールで液晶の相談をさせてもらったことがあるんですけど」

　話しかけてきたのは、同じ年代に見える男性ふたり。片方のサラサラ髪の男性が立野さん……確かふた月前にメールをもらった。

「覚えてます。Ｌ規格の件ですよね」

「そうです。あの時は本当に助かりました」

「いえいえ、お役に立ててよかったです」

　メールと電話で少しやりとりした相手だけど、わざわざ御礼を言うために捜しにきてくれたんだ。良い人だ。普通に仕事のお話とはいえ、会社外で男の人と喋るのが久しぶりだと気づく。

「今度、トヨハシの若手チームと嵐川さんで別に飲み会やりましょうよ」

「上司抜きでね」

「〝交流会〟とかありがたいけど、監視付きみたいなとこありますもんねぇ」

　感じのいい男性ふたりの誘いに悪くはないかもと思う。業務的にも仲良くなっておいて損はないし、普通に同世代の男女が集まる場としても喜ぶ同僚は多いんじゃないかな。

「いいですね。企画しましょっか。メールアドレス、会社のＰＣに残ってるんで、ご連絡しますね」

「よければ、アプリのＩＤを交換しませんか。一応、プライベートに当たるわけだし」

　そのくらいだったら……。その立野さんともうひとりの男性とスマホを出し合い、ＩＤ交換をしていると、私の横に小柄な影。つんつんと脇腹をつついてくるのは、かおりだ。

　今日は第四営業部から参加している。

「なに？」

　連絡します～と離れていく立野さんたちを見送りながら、かおりに尋ねると、彼女はあごをしゃくって方向を示すのだ。

「坂口がめちゃくちゃ見てたよ。雛子のこと」

「え、なんで？」

「他社の男に囲まれてスマホの連絡先交換してるから」

　見やれば、湊は専務と副社長と三人で楽しそうにロックグラスを傾けている。

　全然、私の方なんて気にしてなさそうだけど……と思ったら、湊がこちらを見た。一瞬だけど目が合い、向こうが慌ててそらした格好だ。鋭い、睨まれているような目つきだった。

「ね？　さっきもすっごく見てたよ～」

「私、個人的にっていうか、普通に仕事の延長でＩＤ交換してただけなんだけど」

「坂口には雛子モテモテ案件にしか見えてないって」

　モテてないけど、そもそも湊が私を気にする理由なくない？　なんで睨んでるの？　感じ悪いなあ。

　湊も、私が自分より先に幸せになるのが許せないの？　いいじゃないのよ、あんたは幸せレールにがっちりライディングしてるんだから！

「かおり、私イラッとしてきた」

「うんうん、どうする？　あの年齢層高めの輪に突撃する？」

「よし、それでいこう」

　我ながら、怒りに任せると行動力があるわ。かおりも煽る気満々だ。私たちは華奢なカクテルグラスを手に、湊たちのところへ向かった。

「先島専務、甲山副社長、本日は素敵な会を催してくださりありがとうございます」

「すごくいい雰囲気。こちら選ばれたの専務ですかぁ？　夜景綺麗だし、お酒のチョイスとかお料理とか完璧～」

　ボーナスで買ったピンクのワンピースにジャケット、髪はアップで化粧はしっかりの私。小柄ながら大きなバストが目立つセットアップをまとい、普段の変わり者な性格を隠したかおり。

　そこそこ感じのいい二十代女子ふたりに寄ってこられ、先島専務はわかりやすく相好を崩した。メーカーの甲山副社長もだ。

「小金井くん、今日は雰囲気違うね。素敵な大人の女性って雰囲気があるよ」

「専務がそうおっしゃってくださるなら、普段から女磨き頑張っちゃおうかな～」

「こらこら仕事を頑張りなさい」

　キャッキャとやりとりする専務とかおりの向こうで湊がこっちを見ている。目が言っている。「なんで、おまえらが来てるんだよ」って。

　すると、専務が私を見た。

「目白くん、今回第一営業部の取りまとめはきみがしてくれたんだって？　全員出席なんてさすがだな。人望があるよ」

「とんでもない。専務主催の会ですもの。みんな喜んでまいりますよ」

　専務がニコニコしながら、甲山副社長に私を紹介する。第一営業部の若手ナンバーワンですよ、なんて言葉につい素で嬉しくなってしまう。

「あれ？　世代は、坂口くんと同じくらいかい？」

　甲山副社長が言い、湊が口を開く前に私が答えた。

「私たち三人、同期なんです」

「仲もいいんですよぉ」

　付け足すかおり。専務と副社長の向こうで湊が言葉を探して口をぱくぱくさせている。明らかに焦っている。

「坂口くんは自慢の同期だろ。海外に三年、満を持して本社に戻ってきた期待のエース」

　甲山副社長が持ち上げ、専務が湊の肩を叩きながら輪に引き入れる。

「スマートなイケメンだしなあ！　息子にしたいくらいだ！」

　露骨な言葉に動じることなく、私はふふと悪戯っぽく笑って見せる。

「でも、坂口くんってこう見えてかなり細かいんですよ～」

「そうそう、よく言えばまめまめしい。悪く言えば、いちいち口うるさい～」

　かおりがすぐに話を合わせてくる。

「へえ、ワイルドに見えるけどねえ！」

「そりゃ、意外だなあ」

　お酒が入っているので、専務も副社長も話に乗っかってくる。

「はは、やだなあ。緻密って言ってくれよ」

　湊が引きつった笑顔で私たちに言う。目が笑ってない。

「でも、どうだい。同期から見て、彼はモテるんじゃないか？」

「モテてますね！」

　私とかおりの声がそろった。

「これだけイケメンだと女子は放っておかないです」

「背も高くて目立つしね」

　甲山副社長が高く笑った。当然、湊が専務の娘とお見合いをするなんて個人的なことをこの人は知らないだろう。私たちも知らない体ていで喋っている。

「イケメンでマメな男か！　そりゃ、女子に好かれないわけがない！　しかもマメな男は浮気もうまいらしいからなぁ！」

　専務が一瞬眉の端を震わせたように見えた。そして湊の苦笑いが、いっそう引きつるのも。

「浮気なんてできませんよ。不器用ですから。すぐバレるようなことできません」

「……誠実であってほしいね、坂口くんには」

　専務は笑っていたが、言葉には存外本気の願望が込められていたに違いない。

　私とかおりはニコニコしていた。






「さっきのなんなんだよ！」

　交流会は無事終わり、点呼を取ったりはしないので自由解散の流れの中、私は湊に叱られていた。場所はホテルのある大通りから一本入ったところの暗い路地。大通りの喧騒が聞こえてくる。私の前には怒りの形相の湊。

「私だけ怒るのおかしくない？」

「小金井はすごいスピードで逃げていっただろうが！」

　かおりは逃げ足が速かった。湊に声をかけられた瞬間に「あとは若いおふたりで」などととぼけたことを言い、駅方面に向かってパンプスで走っていった。普段見せない俊足だった。

「でも、全部本当のことだし。湊がマメなのも、女子にモテるのも。世間話程度のことをなんで目くじら立ててるの？」

　とぼけるのは私も一緒で、視線をそらして、つーんと言う。湊が間近く覗き込んできた。

「おまえ、わかっててやってるんだろう？」

「何が」

「……俺の見合いのこと」

　言い渋ってから、湊はとうとう自分で口にする。

　あーあ、白状しちゃったね。私は嘲笑を浮かべて言った。

「私に『上司と寝たら身体で仕事取ったことになる』って言っておいて、自分は専務の娘とお見合いなんだってね。それってどうなの？　さすがに呆れたわ」

「先々週、専務に言われたばかりなんだよ。断り切れなかっただけだ」

「じゃあ、断り切れないまま結婚だね」

　見合いの打診が先々週なら、三年前に私と別れた理由は先島専務の差し金じゃない。しかし、見合いの話そのものは全然納得できていない。

「可愛い子らしいし、よかったじゃない」

　嫌味っぽく言うと湊が私を睨みつけた状態で答える。

「ああ、性格は目白雛子より百倍可愛いかな」

　腹が立つことを言ってくれる。可愛くなくて悪かったわね。男に合わせてふんわり笑顔を見せてあげるのが〝性格が可愛い〟なら、私には無理だわ。

「だいたい、おまえの方こそなんだよ。課長と付き合うのかと思ってたら、今度は他社の男たちとほいほい連絡先を交換して。どこまで飢えてんだよ」

「違うから！　トヨハシの若手とうちの若手で上司挟まずに懇親会やろうって話になったのよ。幹事を頼みたいって空気で、仕方なくよ」

「あ、なるほどな。そうやって出会いの機会を増やしていこうってことか」

「何、その言い方。っていうか、仮にそうだとしても湊には関係ない！」

　勢いでまた名前で呼んでしまった。湊が一瞬怯んだように押し黙り、それから低く言った。

「そうだな、雛子も俺が誰と見合いしても関係ないしな。俺はどうやら、いい出世の機会が巡ってくるようだ。せいぜい邪魔しないようにしてくれ」

　出世のためのお見合い。出世のための結婚。

　ああ、湊は腹をくくっているのだ。でも湊は、そんなことしなくても充分出世できる能力がある。揶揄されるような結婚を決めなくても。

　それが悔しい。

「好きにすればいい。湊が自分の能力より、環境での出世を選んだことを悲しく思う。だから、決めた。私は湊より先に幸せになる。カッコよくて、寛容で、お互いを高められるような恋人を探して、結婚する。絶対に！」

　湊が一瞬目を細めた。苦しそうに、悔しそうに。こんな瞬間に懐かしさを覚えるなんて情けない。湊のたくさんの表情を、私はまだ覚えている。

「……ああ、そうか。好きにしろよ。イケメンで高収入で、心の広い男を探せばいいさ。俺みたいに細かくてうるさくないヤツな」

「望むところよ！」

「じゃあ、この話はこれにて終了だ」

　私は湊の横をすり抜け、駅に向かってずかずかと歩き出す。頭に来ていた。そのせいか、ハイヒールのパンプスがアスファルトの裂け目に引っかかった。

　あ、転ぶ！

　その瞬間、私の両肩を後ろから湊が掴んでいた。

「危ない！　酔ってるのか？」

　湊のおかげで転ばずに済んだ。だけど、私たちはたった今まで喧嘩をしていたばかりだ。

　私は腕を振り払い、湊を睨みつけた。

「酔ってないわよ。余計なことしないで」

「余計なことをしなければ、雛子は転んでただろ」

「彼氏彼女でもなければ、仲のいい同期でもない。関わらないでよ！」

「……そうかよ。それじゃ、これは蛇足だけど、スマホ見ろよ。角谷課長から俺に連絡が来てる。交流会が終わったなら、おまえを迎えにいきたいけど、スマホの連絡がつかないってさ」

　私は訝しくスマホを取り出した。メッセージアプリにはさっきの立野さんからのメッセージが一件。あとは角谷課長からのメッセージが三件。

『目白がお持ち帰りされないように迎えにいくね』

『終わったら連絡して』

　ハートのスタンプ付きのメッセージに辟易する。お迎えなんて余計なお世話すぎるし、あわよくば、課長こそが私のお持ち帰りチャンスを狙っているのではという感じだ。

　断じて課長とは付き合っていない。だけど、それを湊に言い訳する理由もない。

「どうも」

　私は湊にひと言返し、その場を後にした。

　さっさと電車に乗り、課長にはメッセージを返す。

『すみません、今気づきました。すでに家の近くなので、大丈夫です』

　すぐに返事が来る。

『今日は気詰まりだったんじゃない？　今度はふたりで楽しく飲める会を俺が企画するから』

　いいです。遠慮します。

　課長の離婚理由って、女遊びだけじゃないと思う。こういう圧倒的な空気の読めなさもあると思う。そういうちょっと強引でマイペースなところが好きな女子もいるんでしょうけど、私は好きじゃございません！

　イケメンでモテるのに残念な人。

　だけど、出世のために専務の娘と見合いする湊の百倍マシかもしれない。

















第四章　思う通りにいかないもので












「湊」

　雛子が俺を呼ぶ声は、いつも柔らかく愛情に満ちていた。

　世界で一番可愛い彼女。俺の内面を見てくれ、真剣に向き合ってくれる雛子。

　だけど、俺も雛子も譲ることができないものが多すぎた。

　互いを思いやるより、自分の我を通すことを優先した。

　やはり俺の海外勤務は大きな契機だった。

　ふたりとも転勤ありの総合職だ。付き合っている時に、何度も話は出た。その時、俺たちは当たり前のように言った。「遠距離になっても頑張ろう」「こんなに愛し合ってるんだから、離れてもやっていける」

　だけど、いざ俺の転勤が決まった時、俺たちはすでに疲弊していた。ふたりの未来を描けなくなっていた。

　あの時、俺の言うべき言葉は「ついてくる？」ではなく、雛子を信用して「遠距離になるけど、別れる気はない」だったんだろう。今になってみればわかる。でも、わかったところで、俺は、はっきりと言葉にできなかったかもしれない。

　三年経って、俺たちは少し大人になって再会した。

　それなのに、まだまだ頭はあの頃のまま。全然素直になれないのはやっぱりお互い様。

　同僚に戻ろうとしても、元カレ元カノの固執が邪魔をする。いや、そうじゃない。俺の中の未練が、雛子に執着する。

　恥ずかしいけれど、やはりこの気持ちは未練なのだ。

　雛子のことを忘れられていない。いっそう美しく艶やかになった雛子、仕事に邁進し、キラキラしている雛子。彼女の気持ちがこちらに向くなら、俺はたぶん嬉しいのだ。

　雛子にそんな気はないのに。






　交流会後の大喧嘩の末、俺と雛子の不仲は決定的になった。職場では普通に接するものの、基本は目も合わせない。第一営業部に戻ってきた頃の、打てば響くような仕事勘はあっても、そこに私情を挟まないので冷たい空気が流れてしまう。

「目白さんと喧嘩でもしたんですか？」

　何かのはずみで佐々木に聞かれた。このおっちょこちょいで懐っこい後輩は、案外よく見ている。

「こんなもんだよ。俺も目白も、同期ってだけで格別仲が良いわけじゃない」

　俺は苦笑いして、ごまかすだけだ。

「そうなんですね。坂口さんはお見合いもありますもんね。あんまり他の女子社員と仲良くしてちゃまずいのかぁ」

　佐々木は無邪気に言う。俺の見合いの噂はどこまで広がっているのだろう。俺はバラしていないから、先島専務かその娘か。

　見合いは、先島専務直々に打診された。

「結婚する気はないか。娘が入社二年目で総務にいるんだが」

　転勤も多いだろうしと断る方向で答えようとしたら、「坂口くんがその気なら、もう海外に行かせないようにもできる。国内だって関東のみの異動で済ませられる」と断言された。

　なるほど、専務の権限で娘夫婦を近くに置いておくことも検討しているということだ。ずいぶん、私情を挟んだ人事だ。

　考えさせてくださいと頼んだら、今度は娘の先島穂乃実の方から接触があった。

「父は言いだしたら聞かない性格で。ご面倒とは思いますがお食事だけでもいかがですか？」

　困った顔で言われ、彼女も父のワンマンなところに辟易しているのだと解釈した。そういうことならと了承した。

　結果、これだ。

　気づけば、俺と先島専務の娘が見合いをすることになっていて、噂はまことしやかに社内に流れている。

　さらに噂によれば、先島穂乃実の方は結婚に大乗り気らしい。俺は担がれたのだろうか。

　出世のために専務の娘と結婚、そんな男として不名誉な地位の確立の仕方、俺は嫌だ。しかし、このままでは結婚が決まってしまう。

　交流会の時、雛子と小金井が俺のイメージダウンに繋がることを羅列していた。あの場は、逆に出世に響きそうで怒ったが、乗っかって「そうなんです。俺って口うるさいし、女にモテすぎてチャラついた危ないヤツですよ」とアピールしておいた方が、専務の気持ちも変わったかもしれない。

　……いや、やはりそこは男の沽券に関わる。作戦であっても変なイメージは持たれたくない。

　たとえば、見合いについて雛子に相談すればよかったのかもしれない。

「俺はそんなつもりなかったのに、見合いがセッティングされてしまった」

「雛子、すまないが、俺の恋人の代わりを務めてくれないか。専務に〝将来を誓った相手がいる〟と伝えたい」

　こんな風に言えば……いやいや、これも駄目だ。雛子の名前を出しては、雛子の進退に関わるかもしれない。それならと、雛子が転勤や異動させられることも充分ある。

　それに、相談したところで雛子にとって俺は完全に過去の存在。「何言ってんの？」と氷の視線を向けられ、終了という可能性もおおいにあり得る。

　現に雛子は俺が見合いすることより、俺が先に幸せを掴むことに不満がある様子だ。常に険悪な俺とどうこうなりたいわけじゃないのは決定的。

　デスクでＰＣの液晶を眺めながら、考える。

　もういっそ、前向きに見合いをしてみようか。

　先島穂乃実はけっこう可愛い顔をしているし、お嬢さん然とした清楚な雰囲気も悪くない。向こうが乗り気ということは、俺を悪しからず思っているということだ。

　政略結婚だ。逆玉の輿だ。権力に目がくらんだんだ。などなどなど、言われることは想像できるけれど、それもいいさ。

　そういう連中は仕事で黙らせてやればいいし、そういった悔しさもモチベーションになるというものだ。

　よし、俺は見合いに挑もう。そして、雛子より先に幸せな家庭を築いてみせよう。雛子が羨んで怒り狂うくらいの。

　雛子は雛子で、他社の若手と飲み会でも、課長とよろしくでも、好きなようにやってくれ。そんな連中の中で、雛子の能力や容姿と釣り合う男がごろごろいるはずもないだろうがな。格下の男と付き合って俺という逃した魚の巨大さに後悔するがいい！

　視界に映る雛子は、女性の先輩とミーティングスペースで打ち合わせ中だ。その明るくいきいきした表情に、思い切り舌打ちしてやりたい気分だった。






　その日の昼休み、第一営業部のオフィスに俺の見合い相手、先島穂乃実が現れた。総務の社員が来るのはよくあることだけど、何人かちらちらこちらを見ている。

「坂口さん、これ当日のお店の場所です」

　先島穂乃実は俺を見上げて、プリントアウトしたマップとお店情報を手渡してくる。

「わざわざよかったのに、ＵＲＬとか送ってくれれば」

「社内メールで私的なお話は駄目でしょう？　私、坂口さんのスマホすら知らないんですもん」

　ちょっと唇を尖らせて見せる姿は、なかなか可愛い。こういうあどけないタイプが好きな男はいっぱいいる。

「じゃあ、当日の連絡用に連絡先交換しておこうか」

　俺から言ってスマホを取り出すと、彼女は嬉しそうに自身のスマホを持ち出す。

　雛子が見てる。たぶん、俺のことを見て思ってる。

『結局見合いに乗り気なんじゃない』

　ああ、そうだ。俺はこの子と結婚を前提に交際を考えている。だから、俺の頭の中でまでうるさくするのはやめてくれ。

「ありがとうございます。それじゃ、今週の日曜、よろしくお願いします」

　彼女が甘めのふわふわスカートを翻し、去っていくのを見送った。当然だが、雛子は何も言ってこなかった。






　土曜の午後、俺は新宿に出た。

　明日はいよいよ見合い。とはいえ、表向きは食事会だ。

　相手方、先島穂乃実にちょっとしたプレゼントでも贈るのはどうだろう。

　この縁談に乗り気である姿勢を見せるためにも、ポイントアップしておきたいところだ。

「っつってもなあ」

　女子にプレゼントをと考えるとなかなか難しい。

　アクセサリーでは踏み込みすぎな気がするし、ハンカチや化粧ポーチは、ギフトらしすぎて喜ばれなさそうだ。

　雛子と付き合う前は、若かったせいかそんなことを考える交際ではなかった。それに雛子はなんでも喜んでくれるので、そういう意味ではラクだった。

　変な顔のぬいぐるみ型クッション、ラーメンどんぶりほどのでかいマグカップ、まずいと評判のグミ。ちょっとウケを狙ったものはすべて楽しんでくれ、誕生日に贈った花やピアスなどの真面目な贈り物は、心から大事そうに扱ってくれた。

　そうだ、最初の誕生日に贈ったピアスはお気に入りで、いつもいつもつけていてくれたけれど、もう捨ててしまっただろうか。ピアスの穴がまだ空いているかすらわからない。

　デパートを歩きながらそんなことを考え、はっと立ち止まってしまった。

　俺は見合いをするというのに、なんでまだ雛子のことを考えているんだ。

　そんなことだから、プレゼントはなかなか決まらない。一度頭をクリアにしておこう。

　遅めの昼食を摂るため、ラーメン屋に向かった。それこそ、三年前雛子とよく行った贔屓のラーメン店だ。こってり濃厚な背油が太麺に絡んで美味いんだよなあ。

　裏通りに入ると店が見えてくる。しかし、店の前に見知った人影を見つけ、俺は足を止めた。

「行かないって言ってるでしょ」

「いいじゃん、行こ。カラオケだけだし」

　大きな声で言い合いをしているのは、スカジャンにジャージの三十くらいの男ふたりと目白雛子だった。

「せっかくの土曜の午後に、お姉さんも暇なんでしょ。ちょっとくらい遊ぼうよ」

「暇じゃない。ラーメン食べるんだから」

　どっからどう見てもガラの悪そうな男たちに、雛子は堂々対峙している。というか、静かだがキレてる。

「店に入るんだから退いてよ」

「そういう態度、モテないよ～。せっかく美人なのに」

「退いて」

「なに、こいつ」

　雛子がぎろっと男たちを睨み上げ、ひとりの男が雛子の左腕を掴んだ。

　俺は足早に近づき、男と雛子を引きはがした。

「お待たせ」

　雛子が割って入ってきた俺を信じられないという顔で見ている。俺もこんなところで偶然会うと思わなかったよ。でも、ここは話を合わせてくれよな。

「ども、彼氏です。なんかしました？　彼女」

　俺はニコニコしながら、男たちを見下ろす。上背は俺の方があるし、家でちょこちょこ筋トレしてる分ヒョロヒョロの優男には見えないだろう。どっちかっていえば、男たちの方がチンピラ風にはしているが、ひょろりと細く頼りない。

　俺は男たちをなかば無視し、雛子の肩を抱く。雛子も咄嗟に振り払うようなことはしなかった。

「なあ、またラーメンなの？　俺、別なのがいいって言ったじゃん」

「え、だって」

「あっちのオムライス専門店に行こうよ。はい、決定」

　雛子を引き寄せ、何も言えなくなっている男たちを放置してその場を離れた。正直、ちょっとドキドキしていた。追いかけてきたらどうしよう。いざ喧嘩になったら嫌だな。喧嘩とかしたことないし。

　しかし、男たちはそれ以上絡んでくることもなく、俺と雛子は大通りに出てひと息ついた。

「なんでいるの、湊」

「ラーメン食いにきたの。雛子さ、なんで真面目に絡まれてるんだよ。変なヤツらが寄ってきたら、相手にせずに逃げればいいのに」

「だって、ラーメン食べたかったんだもん」

　不機嫌そうにうつむく雛子に思わず笑ってしまった。そこで我を通すのかよ。

　笑っている俺をさらに不機嫌な顔で見つめる雛子。その肩を抱き、男たちに見咎められないようにさらに移動することにした。

「メシは、どうする？」

「いらない。ラーメンじゃなきゃいらない」

「頑なだな、おまえ」

　ラーメンを食べられなかったことというより、形として俺に助けられてしまったことに不貞腐れているのだろう。

　そこを突っ込んでも喧嘩になるだけなので、俺も黙った。人の多い歌舞伎町まで来て、雛子が俺の腕をはずした。確かにもうカモフラージュはいらないか。

「湊、とりあえずありがと」

「いえいえ。雛子は俺がいなくても切り抜けられたでしょうが、一応ね。手を出してすまん」

「ううん。ありがと」

　お、思ったより素直だ。雛子のしおらしい表情にどきっとする。何か気の利いたことを、喧嘩にならないことを、と言葉を探していると、雛子がぽかんと俺を見つめていることに気づいた。

　いや、俺の後ろを見ている。視線の先を追うように振り向くと、人通りの多い路地で男女が言い合いをしている。通りすがる人がつい見てしまうような声量だ。

「ねえ、ナイト！　お願い！」

　叫んでいる女の子を見て、俺は口の中で「あ」と呟いていた。

　そこにはホスト風の男に縋りついている先島穂乃実の姿があった。

「次の誕生日イベントは私にタワーやらせて！　私、ナイトのエースになりたいの！」

「ほのほの、嬉しいけど、知っての通り俺にはもうエースついちゃってるからさ。彼女の顔を立てるためにも、タワーもお花とかもお願いしてあるんだよ」

　ホストとお客さんの真剣な言い合いは、歌舞伎町の路地に響き渡っている。エースって、ホストに一番金を使うお客さんのことだよな。

「私、もっともっとナイトの成績上げてあげられるんだよ？　大丈夫、うちお金あるんだ！」

「ほのほののお金じゃないでしょ。パパのでしょ。ほのほのが毎日来てくれるのすごく嬉しいけど、ほのほののお給料だけじゃ厳しいの、俺知ってるよ。うちでエース張れる子って、自分で会社やってたり俺らと同業だったりする子だし」

　ほのほのこと明日の見合い相手、先島穂乃実は、ナイトなるホストの胸に縋りつきいっそう大声で叫んだ。

「それなら、私、風俗に転職したっていいの！　ナイトのためなら！」

「簡単に決めることじゃないよ、落ち着いて」

　焦るホストにエキサイトするお客。通りかかる人たちの視線。俺と雛子は呆然とその光景を見つめた。

　すると、顔を上げた先島穂乃実が俺の姿を視界に入れた。なにしろ、彼女からは正面の位置に立っている。ばっちりと目が合ってしまった。

　興奮していた彼女の表情に一瞬冷静さが戻った。まずいと思ったのだろう。すぐに先島穂乃実は顔を伏せ、ホストの袖を掴んで路地のさらに奥へ移動していった。

　場は通常の歌舞伎町の喧騒に戻った。俺と雛子は立ち尽くしていた。

「あの子と結婚したら、俺の給料、ホストのナイトくんだっけ？　彼に全部つぎ込まれちゃうんだな」

「……うーん。いや、結婚したら落ち着くかもよ」

　呆然とする俺に、精一杯のフォローなのか雛子が言う。

「ほら、今のナイトくん、けっこう良心的なホストだったじゃん。普通の会社員に見合う遊び方をしろ～みたいなことやんわり言ってたし」

「でも、通い続けるだろ、結婚しても毎日。エース目指してんだから」

　なるほど。先島穂乃実にとって俺は都合のいい結婚相手だったんだ。父のお気に入り、顔も悪くなく、社内では出世候補で金には困らなさそう。将来にわたり、パパの代わりに遊興費を出してくれそうな男として俺が選ばれたのだ。

「俺さぁ、彼女にプレゼント買おうって思ってたんだよ。それで新宿来てたの」

「ありゃ、もう買っちゃった？」

「いや、まだ。でもすごいピエロだよね、俺って。ホストに貢ぐ子に、貢ごうとプレゼント探してた」

　はあ、とため息をついて、俺は雑踏の中しゃがみ込んだ。最高にくだらない気分だ。良い話には裏がある。自分が情けない。

「まあ、俺も悪いよな。好きでもない子と、条件がいいから結婚してもいいって思っちゃったんだから」

「え！　本気で結婚まで考えてたの？」

　雛子が驚いた声を上げる。

「このままいけばそうなるのかな、程度だけど。雛子が他の男と付き合うなら、それもいいかなって」

　口にしてから、自分が思いのほか本音に近いことを言ってしまったことに気づいた。

　おそるおそる雛子の顔を見上げると、雛子は赤い頬をしていた。しまった。これじゃ、雛子に相手にしてもらえないから他の女に行こうとしてましたって告白したも同然だ。

「ほら、湊立って」

　雛子が俺の腕を掴み、一生懸命引っ張るので立ち上がった。まだ赤い頬をしている。

「湊、私やっぱりお腹空いちゃった。食事しにいかない？」

「ラーメン？」

「ラーメンじゃなくてもいいよ。特別に湊に決めさせてあげる」

　雛子はふふといたずらっぽく笑った。

　よかった。雛子は深く掘り下げてこないし、今までになく良い雰囲気だ。






　俺たちは歌舞伎町から移動し、花園神社前を通り歩いた。昔行った燻製のお店がまだあるか確かめに行くことにしたのだ。

　時刻は十六時、すでにランチというよりディナーの時刻だ。最近の居酒屋やダイニングバーは、ランチから営業するところも多い。昼食兼夕食に何か食べよう。

「あった、ここ！」

「あ、でも十六時半から営業って書いてあるぞ」

　残念ながら、目当ての店は開店前。しかし、あと三十分ほどで開くなら待ってもいい。雛子さえよければだが。

「どうする？　時間つぶすか？」

「そうだね、せっかく懐かしい店を見つけたしここがいいなあ」

　付き合っていた時間を黒歴史ではなく、懐かしい時間と捉えている自分たちに嬉しさを感じた。

　たぶん、俺がショックを受けているのを見て、雛子は気遣ってくれているのだ。この優しさと気遣いをお互いに出せていれば、俺たちは険悪になんかならなかったのかもしれない。今も昔も。

「少し歩こうか」

　四谷方面まで散歩するか、御苑を歩くかと検討していた俺たちは、ぶらぶら進む。そして、ふたりそろってぴたりと足を止めた。

　ああ、今日はなんて日だ。

　俺たちの視界には、古めかしいラブホテル。そこに楽しそうに入っていくカップルが見える。

　それは、角谷課長と見たことのある若手の女子社員だった。

「えっと……あの子、経理の新人だよね」

　雛子が指さし、間の抜けた顔で俺を見る。

「わかんない。だけど、顔見たことあるから、社内の子なのは確かじゃないか」

　イチャつくカップルを呆然と見送りながら呟いた。

　雛子が笑いを堪えるような声で言う。

「私さ、課長のこと面倒くさいって思ってた。私のこと軽く落とせる女だって見てるのも腹立つなあって。でも、最近は真面目に口説いてきてたんだよね」

「ああ。交流会の後も迎えにいくとまで言ってたもんな」

「向こうが誠意を見せるなら、私もって考えてたの。交際するにしろ、断るにしろ。なあなあはいけないから、真剣に考えようと思ってた。……それなのにこれよ」

　なるほど、雛子は雛子であの女たらしに向き合おうとしていた矢先だったのだ。それで、この光景は少なからず頭に来るだろうな。

「まあ、噂通りだったってことだよ。よかったな、付き合ってなくて」

　雛子が深いため息をついた。それから、ぼそりと言った。

「ねえ、湊。ホテル行こう」

「は!?」

　さすがに驚いた俺に、雛子は疲れ切った顔で言う。

「私も湊も、男女関係でくたくた。今の私たちがヤケを起こしても仕方ないと思わない？」

　それは俺と寝てもいいということだろうか。元カレの俺と。

　勢いでひと晩だけの関係を持ってもいいという意味だろうか。

「それは……仕方ないよな」

　ごちゃごちゃ考えるのはやめた。雛子の判断力が鈍っているなら、チャンスだ。

「よし、ホテル行こう。角谷課長が入ったようなラブホテルはやめような。ダサイからな」

「そうだね。普通のホテル、宿泊で取っちゃおう」

　雛子はその場でスマホを取り出し、ぱっぱと予約を済ませる。

「ホテルでルームサービス頼もうよ」

「腹減ってるからな。いいワインも開けよう」

「いいね！　賛成」

　ヤケを起こしているからこそ、俺と雛子はことさら陽気にホテルへ向かった。西新宿の外資系有名ホテルは運よく空き部屋があった。

　鍵をもらい、部屋に向かいながら、これでいいのかと頭の中で何度も自身に問い直す。

　雛子と寝てもいいのか？

　元恋人と流れで抱き合ってしまっていいのか？

　そんなことをして、結果雛子を傷つけることにはならないか？

　部屋に入ると、雛子は嬉しそうにベッドに向かってジャンプで倒れ込んだ。子どもみたいに浮かれている。

「雛子！」

　ごろごろ転がる雛子がこちらを見た。無邪気な表情に胸が締め付けられる。変わらない雛子。美しくなった雛子。

　俺は雛子のことを……どう思ってる？

「ホテルに入ったのはヤケだ。だけど、ここからはヤケじゃ済まなくなる」

　雛子が身体を起こし、ベッドに腰かけた。

「どういうこと？」

「今ならまだ戻れるってことだ。踏み込む前に」

　俺の言っている意味は伝わっていると思う。雛子は透き通るように純粋な瞳で俺を見つめた。

「湊の言ってることわかるよ」

　雛子ははっきりと言葉にする。

「ここでセックスしたら、私たちの関係ぐちゃぐちゃだもんね。元カレ元カノのルールを犯すことになる」

「それで……雛子はいいか？」

「いいよ」

　即答だったことに面食らった。さてはよほどショックが大きいのかと思ったけれど、違う様子だ。雛子は落ち着いていて、おそらくここに到達するまでに俺より思考を巡らせた後であることが感じられた。

「私は二十八歳の坂口湊とセックスしてみたい」

「雛子……」

「難しいことは一回置いておく。置いておける場合じゃないかもしれないけど、置いておく。私は、湊としたい。……それとも二十八歳の目白雛子じゃ、反応しないかな」

　最後、わずかに遠慮がちな声音になり、ちらりと見上げてきた雛子。俺は喉を鳴らし、答えた。

「反応する」

　その肩を押し、ベッドに押し倒し、見下ろした。

「二十八歳の目白雛子を、抱きたいと思ってる。それはたぶん、再会した瞬間から」

　俺の言葉が未練たっぷりの告白なのはもう隠さない。

　そうだ。俺は雛子を全然忘れられていない。

　海外勤務中だって、戻ってきてからだって、他の女に興味なんか欠片も湧かない。俺はずっとずっと雛子を見ていた。

　あんな形で別れて、もう一度付き合ってうまくいく保証もない。むしろ、もっと激しい喧嘩になるかもしれない。

　だけど、そんな懸念くらいじゃ俺の欲は止められない。

　雛子が欲しい。雛子を俺の腕の中に閉じこめたい。

「湊、しよ」

　雛子が俺の首に腕をまわしてくる。俺は彼女の首に手を差し込み、顔を引き寄せた。唇を重ねたのは三年ぶり、それ以上か。
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　お互いのペースはわかりきっているのに、欲しい気持ちが先行するので、キスは激しくて乱暴なものになってしまう。

「や、くるし」

「ごめん」

　謝るのもそこそこに再び唇を重ねる。キスで融けてしまいそうだ。心地よくて暴走しないように必死だ。

　雛子の匂い、雛子の温度、雛子の味。

　全部、俺を夢中にさせ狂わせていく。ずっとずっと欲しかった。

「湊！」

　ブラウスの裾から手を入れた俺に、雛子が制止の声を上げた。

「なに？」

　余裕なく荒い吐息をつきながら、俺は雛子を見つめる。雛子は潤んだ瞳と紅潮した頬で俺を見上げていた。とんでもなく煽情的な表情をしていると本人は気づいていないのか。

「雛子、我慢できない」

「あのね！　私！　久しぶりだから……」

　雛子が必死に言い募る。

「湊以外と……経験がないの……。だから、本当に三年ぶりなのよ……。ゆっくりして……ほしい」

　男が欲しい言葉を知っているのだろうか。そんなことを言われて愛しさで胸が苦しくなる。めちゃくちゃにしてしまいたい欲求と、優しく優しく扱いたい気持ちが入り乱れる。

「俺も……最後に雛子として以来してない。だから……ものすごく久しぶりだ……。下手だったらすまない」

　雛子が真っ赤になる。二十八歳になっても初々しい反応に、俺の我慢も限界だった。

「抱くぞ」

　答えを聞く前に唇を重ね、俺たちはお互いに集中していった。

　人生は思う通りにいかない。

　こんな風に思わぬ事態になる。

　だけど、俺は雛子を抱いたことを後悔しない。

　朝まで抱き合ったら、伝えよう。

　俺がこの先どうしたいか。そのために何をすべきか。

　今度こそ、雛子を失わないように足掻いてみよう。

















第五章　今度こそ












　湊と寝てしまった。

　ふたりでホテルに行ってしまった。ラブホテルなんかじゃなく、そこそこいいクラスのホテルに。当然ご休憩なんてないので朝まで時間はあって、私たちはたっぷりとお互いを堪能しつくした。久しぶりの行為だった。興奮と緊張と不安でめちゃくちゃな頭と、シンプル且つ素直に動く身体。不思議だ。湊に触れたら、自分にとって何が必要だったかわかってしまった。

　意地を張って馬鹿みたい。

　私はずっとずっと湊が欲しかったんだ。

　早くそう口にすればよかったのに、過去の喧嘩別れとアラサー女のつまらない意地が邪魔をして、距離ばかり広げていた。

　抱き合い、一緒にシャワーを浴び、ルームサービスを取り、また抱き合い、束の間眠り、また抱き合い……。付き合いたての若い恋人同士みたいに、一晩中離れずにいた。

　翌朝シャワーを浴び、髪を乾かしながら、さすがに私は困惑していた。

　どうしよう。夜が明けてしまった。

　確認し合ったとはいえ、半分は勢いで寝てしまった。そして、私と湊の間には明確な約束もない。湊は今日、お見合い当日なのだ。

「雛子、いいか？」

　バスルームのドアを薄く開けて湊が声をかけてくる。私は大仰に肩を揺らしてしまった。

「な、なに？」

「メシ、そろそろ行きたいんだけど」

「あ、そうだよね。時間ないよね」

　お見合いはおそらく昼からだ。準備もあるだろう、早々に一度帰宅しておきたいに違いない。

　私はほとんど乾いた髪を無造作にヘアゴムでまとめた。化粧はろくろく残っていないけれど、湊にすっぴんを見られることくらいいい。もっと恥ずかしいことは昨夜散々見せてしまった。

「お待たせ」

　昨日の服を着て、バスルームから出る。湊も昨日着ていた服だ。

　出てきた私をまじまじと見る。

「ピアスホール、やっぱ開いてるよな」

　ぼそりと言うので、何気なく頷いた。

「うん、まあ」

　湊から昔々にもらったピアスは大事にしまってある。そのことは言わないでおく。

「それより、朝ごはんとか無理しないでいいよ。先帰ったら？」

「え、腹減ってない？　俺はめちゃくちゃ減ってる」

「私も、減ってるわ」

「せっかくだし、朝食ビュッフェ行こうよ」

　気を遣っている感じじゃない。どちらかといえば、付き合っている頃くらいの気安さなので、私も安心した。

　ビュッフェは始まったばかりで、まださほど人が多くはない。卵料理はシェフがその場で調理してくれるそうで、私はパンにスクランブルエッグ、サラダにヨーグルトという、メニューをそろえ席についた。湊は山盛りのごはんと納豆に卵に鮭。

「相変わらず朝からよく食べるねえ」

「雛子は、朝はあんまり食べないよな。昼も夜もけっこう食べるくせに」

「そんなに食べないわよ」

「いや、食べる食べる。俺、知ってる」

　他愛ない会話が心地いい。

「あの頃さ、喧嘩ばっかりだったの、私も湊も余裕なかったのかな」

　なんとなく今なら話せそうだから口にする。

「それもあるけど、仕事に慣れて自己主張が始まった時期だったんだよな。譲れないっつう部分が大きかった。今にしてみれば、そこまでのことじゃないのに。青かったよな」

「そうそう、後々考えるとたいした内容で喧嘩してないんだよね。自分の考えを押し付けるのも甘えだよね。尊重することを忘れちゃってたなって感じる」

　穏やかな気持ちで、過去を話せるようになってよかった。だけど、私も湊も先については何も決めていない。決めずに抱き合った。

　湊の立場は依然変わっていない。

　専務の娘とお見合いがあり、それが湊の進退に関わってくるのは変わっていない。

「私ね、もともと我儘でプライドが高いの」

「知ってる」

　湊がさらりと言うので、むっとして見せる。

「そこはさあ、そんなことないよとか言わない？」

「いや、事実そうじゃん。まあ、俺もそうだけど」

「ともかく、その根本は変わってないのよ。だから」

　言葉を切る。この言葉は湊を楽にしてあげたいから。

「もう一度湊と付き合ってもうまくいくかはわかんないよ」

「そりゃ、俺もだよ」

　湊はあっという間に空になった茶碗をトレーに置く。

「おまえが他の男と話してるだけでイラッとくるとか、むしろ三年前より嫉妬深くて器がちっちゃくなってる気がするし。仕事は尊重し合えても、ディベートからの喧嘩は絶対あるだろ」

　湊もやはり考えていたのだ。私と寄りを戻した後のこと。

　三年前と同じ轍を踏まないと、私たちには言い切れない。

「私からは付き合おうとか、言わない」

　私の言葉に、湊がじいっと真剣な眼差しで見つめてくる。

「俺は、少し待ってほしい」

「待つ？」

「そう、自分の中で決めようとしてることがあるから、それが片づいたらもう一度雛子と話したい。その時は時間くれるか？」

　それは、湊の気持ちの問題だろうか。実際の問題だろうか。

　なんにせよ、こんな風に真摯な気持ちを向けてくる湊を、無下に扱うことはできない。

「わかった」

「ありがとう、雛子。ところで、コーヒー取りにいかない？」

「湊、食べるの早すぎ。でもいいよ。私もコーヒー飲みたい」

　私たちは友達みたいに、特に気負いもせずに朝食の時間を過ごした。

　チェックアウトして、駅へ向かう。日曜朝の新宿駅は静かだ。今の住居も昔と同じ街だという湊とは新宿で別れた。きっと、着替えてお見合いに行くのだ。

　相手は専務の娘。ホストに入れ込んでいるとはいえ、出世の足掛かりで、専務はすでにその気。

　湊の決めることだ。私は何も言わないようにしよう。

　ただ、昨夜抱き合ったことを後悔のカテゴライズにしたくない。自分で決めたのは私も一緒。

　湊が欲しかった。あんなに傷つけ合って別れたのに、やっぱり欲しかった。この先、また傷つけ合うかもしれなくても、私には湊を選ばない選択肢はないのだろう。

「湊が、私を選ばないなら仕方ないけど」

　小さく呟くのは、自分を鼓舞するため。決めるのは湊でいい。

　あの時、別れを切り出したのが私だったから、今度は湊が決めていい。

　帰りの電車は驚くほどよく眠れ、帰宅した私はこれ以上考えないようにまた布団に入った。姪を連れた姉が、どら焼きを買ってきたと呼びにくるまでだから、午後までぐっすり寝ていたことになる。

　お見合いは、もう終わっただろうか。

　そんなことを考えながら、姪を抱っこし、姉と母とどら焼きを食べた。甘くて胸が苦しくなった。






　数日が経った。

　私はいつも通り出勤し、変わらず働いている。

　湊も同じだ。私たちは同僚としてちょうどいい距離を保ち、それ以上は立ち入らずに仕事している。

　湊は何も言ってこない。

　少しだけ焦れる気持ちはある。お見合いはどうなったのか教えてくれない。だけど、湊は決めてから話すと言っていた。

　私の自意識過剰だったのかな。湊は最初からあの晩だけのつもりで、私が舞い上がっていただけだったのかな。時間が経てば経つほど自信がなくなっていく。

　駄目だ、こんなこと考えちゃ。湊は時間が欲しいと言った。信じて待たなければ。

　ランチタイム、かおりに誘われ珍しく女子が集まる会議室に顔を出した。広々とした大会議室は昼時解放され、女子社員がいくつもグループを作って楽しそうに食事をしている。女子校出身の私は飽きるほど見てきた光景だ。

「雛子、社内ランチに来るの珍しいじゃん」

　誘っておいてかおりが言う。

「だって、外に買いにいくの面倒だなって」

　朝買っておいたサンドイッチとサラダを並べて、私はため息をつく。待とうと決めておきながら、心は少しパワー不足だ。

　さらに佐々木くんがまた時間に余裕のないチェックを頼んできたから、外へ行けなかった。湊の指導でだいぶマシになってきたとはいえ、たまにあるのだ。

「また坂口関連で元気ないのかぁ？」

「違うってば。関係ありません。ちょっと忙しいだけ」

　かおりにも言えない。湊とまた関係を持ったことは秘密にしておくつもりだ。

　言わない方が、湊のためにもいい。

　すると、少し離れた席から甲高い声が聞こえてきた。

「えー！　坂口さん、異動なの？」

　どきりとした。坂口さん、それは湊のことだろうか。

　叫んだ女子社員は、第一営業部一課の子だ。話しているのは総務か経理の子だと思う。

「転勤してきたばっかりじゃん」

「なんかね、先島専務の娘とのお見合い断っちゃったらしいよ」

「うっそ。報復人事？　パワハラ！」

　数人の女子が盛り上がっている話題の中心はやはり湊で間違いなさそうだ。

　湊が異動。

　理由は、お見合いを断ったから。それって私のせいじゃない。私の存在とあの夜があるからでしょう？

「大丈夫？　雛子、なんか聞いてる？」

　かおりがさすがに気遣ったのか小声で尋ねてくる。私はなんでもないことのように首を横に振って答えた。

「何も。でも、私には関係ないし」

「そうなの？」

「まあ、噂だよ。ほっとこう。それよりさ……」

　一生懸命話をそらす。少なくともこの場で私が動揺しても仕方ない。

　ランチから戻ると、湊は外出中のようだった。湊から言われるまで黙っていたい。だけど、胸が苦しい。噂になるということは数日前にはそんな話が出ていたということだろう。なぜ、伝えてくれないのだろう。

　定時が過ぎ、オフィスの人もまばらになる頃、ようやく湊が帰ってきた。

「お疲れ」

「おお、お疲れ」

「私、あがるけど、坂口はまだやってく？」

　見上げて尋ねると、湊は視線を巡らせてから答えた。

「俺もあがるわ。細かいの、明日に回す」

　笑顔を見て、胸の中のぐるぐるだけが止まらない。

　並んで会社を出たのは、すでに社内に人が少なかったからだ。私と湊が一緒にいるのを見咎める人もいないだろう。

「メシでも食って帰る？」

　エントランスを出て、駅までの道すがら、湊に言われ、私は首を横に振った。

「それより……話……したい」

　私のトーンで湊は一瞬驚いた顔になった。

「もしかして、もう噂か何かで聞いた？」

　頷く私に苦笑いをして見せる湊。

「早いな。俺も昨日聞いたばっか」

「異動、どこなの？」

「ちょっと、座って話そうよ」

　日本橋にある会社の近くはやめて、私たちは少し歩いた。東京駅近くまで歩き、皇居外苑の公園にたどり着く。噴水を眺め、ふたりでベンチに座った。

「大阪、期間は一年か二年か。……未定かな」

　国内であったことにはほっとしつつ、おそるおそる尋ねる。

「お見合い、断ったんでしょう。その報復人事だって聞いたけど」

「いやいや、すごい噂だな。実際はちょっと違うんだ」

　湊は笑っている。私の気持ちだけ笑えない。

「もともと、少し前から人手不足の大阪支社行きの話は出てたんだよ。それを専務が無理やり止めてた格好。娘婿にした途端、娘もろとも関西に行かれちゃ寂しいだろ。俺が見合いを断ったから、専務が人事に圧力をかけるのをやめたんだ。それで、当初の予定通り大阪に行く話が降りてきたってこと」

「でも……」

　私のせいだ。私のことがあったから、湊は……。

「一応言うけど、俺が決めたことだから。さすがにホストに入れ込んでる女の子はな。家計をつぎ込まれちゃかなわない。そもそもダサイだろ、重役の娘と結婚して身を立てるなんてさ」

「専務は怒ってなかった？」

「専務は娘がホストに夢中だって知らないから理由は言えないじゃん？　でも、俺に見られたってわかってる穂乃実チャンの方が、断りムードだったよ。彼女としては、未来の旦那がホストの存在を知ってちゃ都合悪いんだろ？　専務は娘の意向を尊重したって感じ。俺のイメージは悪くなってません！」

　湊は明るく言う。湊の能力からすれば、専務の引き立てがなくともやっていける。専務が悪印象を持ってないなら幸いだけど、形としては本社から追い出されたみたいにならない？

「あのさ、今から言うことけっこう大事だから心して聞いてほしいんだけど」

　湊が咳払いする。まだ、胸が苦しくて困惑しながらも、私は湊を見つめた。

「大阪って近いんだよ」

「え」

「あとさ、台湾も飛行機であっという間」

「え、うん」

「うちの支社って全国にあるけど、どこも交通の利便性はいいよな。海外支社はアジアが中心で北米に一件あるけど、そっちは専門職の人間がいくだろ」

「待って、待って。湊、話が見えない」

「雛子が好きだ」

　突然、湊が私の両手を握った。ぎゅっと温かく包まれ、私はその瞳を見つめる。湊は穏やかだけど、とても楽しそうに微笑んでいた。

「遠距離になるけど、すぐに会える。俺ともう一度、付き合ってくれるか？」

　湊が考えていたこと、決めてから話すと言っていたことはこれだったんだ。

　転勤の話が出てくることを見越して、私に未来を誓う機会を待っていたんだ。

「私も転勤になっちゃうかもしれないよ」

「それでもいい。ふたりの中間地点で会えばいい」

「月に何度も会えないじゃない」

「時間は作ればいいし、交通費は必要経費だからいくらでも出す」

　湊はどこまでも真剣に言う。

「俺が三年前に言うべき言葉は、『ついてこい』でも『別れる』でもなかった。どんな形でも雛子と恋人でありたいって言葉だった。あの時、言えなくてごめん」

　そんなの私だってそうだ。私も湊と恋人同士でありたかった。ただ、ぶつかりすぎて疲れて、環境に抗うより終わりを選んだ。

「私が……湊にひどいこと言ったのに……」

　勝手に溢れてきた涙。湊が私の頬に口付けて、涙を唇ですくいとってくれる。

「またきっと喧嘩するよ」

「かもしれないな」

「湊をたくさん傷つける。どんどん嫌な女になっちゃうよ」

「お互い様だよ、それに」

　湊が私の額にキスをして、間近く覗き込んでくる。

「俺は、雛子が他の男と幸せになるのだけは許せない。ガキかもしれないけど、絶対に嫌だ。雛子の笑った顔も、怒った顔も、泣いてる顔も、全部俺のものであってほしい」

「湊……」

「俺なしで幸せになんかさせない」

　私もそう。湊が私以外の女と幸せになるのは許せない。それがどんなに美人でも条件が良い女でも駄目。神様が用意した湊を幸せにする特別な女の子が世の中に存在していたとしても、私はもう身を引くなんてできない。

　私は自ら湊に口づけた。頬を両手で挟んで、少し強引に。誰かが見ているかもとか、もういい大人なのにとか、そんなことは考えられない。ここに湊がいる。大好きな人がいる。

　唇を離して、私は大事な答えを告げた。三年間溜め込んでいた答えを。

「湊が好き。ずっとずっと好きのままなの。私の世界で恋人は後にも先にも湊だけ。湊以外、考えられない」

　湊が頬を赤くし、困ったように唇を押さえ視線をそらす。

「可愛いこと言うなよ、こんなところで我慢できなくなる」

「もうちょっと、我慢して。泊まれるところ探す……。いいよね？」

「いいに決まってるだろ。俺も探すわ」

　私たちはお互いに赤い顔のまま、照れ隠しみたいにそれぞれのスマホの液晶に視線を落とした。近くのシティホテルの一室を取り、私たちが夕食も摂らずにシーツに沈むのは、それから一時間と経たなかった。






　私と湊は飽きることなく一晩中愛を交わし、翌朝そのまま出社した。私の服と湊のスーツが昨日と一緒だって気づいたのは、角谷課長くらいだったと思う。

　始業前に、そろりと寄ってきた課長は、私に「そういうことだったの」と呟いた。

「そういうことになりました」

　私は笑顔で答えた。照れて、ふにゃふにゃで、子どもみたいな笑顔になってしまった自信はある。

　私と湊は恋人同士になったのだ。






「雛子ぉ、本当によかったの？」

　小春日和の土曜日、私はかおりと吉祥寺でランチをしていた。かおりの家がこの近くなのだ。私も電車で出やすいのでやってきた。

「今日でしょ、坂口の引っ越し」

「いいの、いいの。単身パックって便利なんだよ。湊も引っ越しし慣れてて、私、やることないし」

「そういうことじゃないでしょぉ」

　再び付き合い始め、わずか二週間で湊は大阪支社に転勤となった。昨夜は送別会、今日は引っ越しだ。

「送別会のあと、今朝まで一緒にいたし」

「はあはあ、ラブラブですね。っていうか、本当はお見送りがつらかったんでしょ」

「半分正解、半分はずれ」

　かおりに言われ、私は苦笑いを返す。

「この先も、何度もあることだから慣れておきたくて。湊も私も今の会社の勤務スタイルでやっていれば、転勤は絶対ついて回るもの」

「坂口の大阪支社って、人が足りないから一時的にでしょ？　いずれ本社に戻されて出世エリートコースだと思うけど」

「その時、私がどこにいるかわかんないよ」

　私のさらりとした返答に、心配そうにかおりが尋ねる。

「結婚も視野に入れてるの？」

「そうだね。お互いなんとなくだけど。結婚しても私は仕事を辞める気はないし、子どもができれば、地方でワンオペ育児ってこともあり得る」

「もう、そこまで考えてるんだ」

　正直に言えば、結論は出ていない。恋人、夫婦、家族の在り方に何が正解かは難しい。

　離れて恋愛が続くのか、夫婦の絆は続くのか、家族として子どもに寂しい思いをさせないか。

　そして私たちの恋愛のやり直しだって、まだ始まったばかりなのだ。

「この先、どうなるかはわからない。そのステージステージで最良の選択をしていきたいとは思う」

　その時、私は自分の仕事にこだわるだろうか。それとも家族を優先するだろうか。

「あまり杓子定規に考えないようにしたいの」

　自分に言い聞かせるみたいに答えた。

「でも、湊とずっと一緒にいることだけは決めた」

「そっかあ、なんか雛子、大人になっちゃったね」

「けっこう前から大人ですけど」

　かおりがにひひと変な顔をして笑い、私も笑った。アラサーでもまだ迷うし悩む。不安はいっぱいだけど、背筋だけ伸ばしてみる。

　こんな風にして私は生きていくのかな。それでも湊と一緒ならきっと楽しい。

「あ、メッセージ届いた。これから出発だって」

「じゃあ、坂口に雛子と私が美味しいランチを楽しんでいる写真でも送ろう」

　私はかおりの隣に移動して、自撮りのスタイルで写真を撮った。

　湊からはすぐに『いいなあ』とメッセージが届く。

　次に会えるのはいつになるだろう。

　湊は今日、転勤していった。







＊








　薄暗い室内で私は目覚めた。今は何時だろう。まだ日暮れ前だと思う。夏の日没は遅いから正確な時間がぴんとこない。

　エアコンの稼働音は静かで、少し冷える。私は身体を起こして、リモコンを取り設定温度を変えた。リモコンの時計が十八時五十分を指しているのを確認する。かなり寝てしまった。

「喉、渇いたなあ」

　汗ばんだ髪をわしわしとかき上げて呟くと、隣から声が聞こえた。

「ビールでも飲みにいく？」

「……驚いた。起きてたの？」

　シーツに顔を埋めていた湊が首を傾けこちらを見上げている。てっきり寝入っているものだと思っていた。

「雛子が起きたタイミングで俺も目が覚めた」

「そりゃごめんねだわ」

「いやいや、夕方だから。真っ昼間っからやらしいことしまくって、疲れて寝てた俺たちがちょっとおかしいんだよ」

　私は照れてそっぽを向く。もしゃもしゃに乱れた髪を手で梳きながら。

　湊が転勤して九ヶ月、再び夏がやってきた。

　今日はひと月ぶりの逢瀬だ。湊の住む大阪のマンションに遊びに来ている。久しぶりの再会が嬉しすぎて、朝からこんな時間まで行為にふけってしまったのだから、私も湊もまだまだ若い。

「腹も減ったし、外に食べにいこうか」

「そうだね。湊の部屋、何にもないんだもん」

　最近忙しいこともあり、湊の部屋の冷蔵庫は空で、買い置きのカップ麺すらないのだ。本当は私が作ってあげようと思って来たんだけれど、それどころじゃなかったのは反省だ。連休なので明後日までいられる。明日は三食、私が作ろう。

「会社近くに美味い串カツの店があるよ」

「いいね。食べたことないや。とりあえずシャワー、浴びちゃおうか」

　ベッドから降りて湊を振り向くと、彼はまだシーツの隙間でのんびりしている。

「雛子、先に入っておいで」

「いいよ、一緒に入っちゃおう」

「一緒に入ると、バスルームでもう一回戦になっちゃうからやめとく」

　真面目にそんなことを言うのだから困ってしまう。私は顔をしかめて見せて言う。

「どこまで飢えてるの」

「久しぶりに雛子に会えたんだ。許してくれ」

「仕方ないなあ」

　ひとりでシャワーを浴びながら、だるい身体を心地よく思った。湊と会えるのは、月に一、二回。遠距離恋愛の寂しさを感じないわけじゃないものの、こういう付き合い方でも湊と繋がっていられることの方が幸せだ。

　限りある時間を惜しむように愛を語り合うのは、情熱的で、離れている恋人たちの特権だと思う。

　実はまだ湊に言いだせないでいることがある。私たちのライフサイクルに変化をもたらすことだから、なんとなく言うタイミングを逃してしまった。食事をしながら伝えようと心に決める。

「お先に」

　ワンピースに袖を通し、髪をタオルで拭きながら、リビングに戻った。湊が眠そうにあくびをしながら、腰にタオルを巻いて立ち上がったところだった。

「俺も入ってくる。待ってて」

　湊が入れ違いにバスルームに向かう。私はドライヤーを手にソファに腰かけた。目の前のローテーブルに箱が置いてあることに気づいた。

　小さな小箱には透明なダイヤのついたリング。小さなメモが残されている。

『雛子へ』

　ダイヤはキラキラ輝いている。私は箱を目の高さに上げて、思わず微笑んだ。

「こんな渡し方ある？」

　指輪を渡すのが恥ずかしくて、湊はこうしたやり方を選んだらしい。大胆に見えてシャイなのだ。

　間もなく戻ってきた湊に、私は悪戯をするように笑って、手を差し出した。

「湊につけてもらいたいなあ」

「……それが返事でいい？」

　頷く私の前に、湊がひざまずき、左手を取った。

「結婚してください。籍を入れて家族になりたい」

　私は口元を押さえ、涙をこらえながら頷いた。

「はい」

　湊が私の左手の薬指にリングをはめる。婚約指輪は薄暗い室内でも美しく光っている。指にはめるといっそう綺麗に。

　私は腕を伸ばし、湊に抱きついた。

「大好き、湊」

「俺も大好きだよ。ありがとう、雛子」

　ぎゅうと抱きしめ合うと、お互いの鼓動が近く聞こえる。どんなに離れていても、こうして触れ合えば私たちは愛し合っていると感じ合えた。今度は、家族として愛を積み重ねていくのだ。

　わずかに身体を離し、湊が言う。

「雛子が神戸に転勤になるって聞いてさ。かなり距離が近づくし、いい機会かなって思ったんだ」

「え、知ってたの？　今日言おうと思ったのに」

「小金井かおりから聞いた」

　どうやら私の転勤情報を聞いての先手だったらしい。お節介で、頼もしい友人には感謝を伝えなきゃと思う。

「距離的には同居で新婚生活スタートできるだろ？　俺、あと二年は大阪にいてくれって言われてるし、中間地点に家を借りよう」

「うん、そうだね。嘘みたい。一緒にいられるね」

　私たちはぎゅうぎゅう抱き合って喜びをかみしめた。

　たくさん喧嘩をすると思う。すれ違いもあると思う。だけど、一緒に乗りこえていきたい。

　湊を幸せにするのは私で、私を幸せにするのは湊。

　この大前提がある限り、私たちは一緒だ。そう信じたい。

「たくさん、幸せにしてあげる。だから、ずっと好きでいてね」

「当たり前だ。雛子、愛してるよ」

　私たちはキスをした。

　この後、夜の街に夕食を食べにいく。並んで、手を繋いで、子どもみたいにはしゃいで。私たちは、今までで一番幸福な顔をして歩くのだろう。
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